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MB, mile 4 ik Berek O#MBi= kA Leitz hy Mikroskop-Photometer’? 
を 購入 せら れ , 筆者 を し て COGIC BOR Giotto MARMO BOR 
2A BAEZ MMO ILITAS(Reflexionsvermégen) の 測定 を 行 つ た が , 
その 測定 値 を Schneiderh6hn 及び Ramdohr iit $e Utz i: JCTAS & Hotes 
る に , よく 一 致す る も の も ある が な が, RELS ROK LOK HO, それ に MB 
L Che 2 OBE & AEC, 測定 に 自信 を 持ち 得 な か つた 。 


1) M. Berek, Zeits. Krist, 76, 396. 1931. 
» Ct RT 77s mmel ek gs ile 
» » Forts. Min. Krist. Petro, 99, 1, 1937. 
2) H, Schneiderhdhn und P, Ramdohr, Lehrbuch der Erzmikroskopie, Bd. I, 1931. 
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こ ヽ に 反射 窪 と 云 ふ の は 普通 に 物理 幌 者 が 使用 し て を る の と 同 接 で あつ 
て , PARR TA (SEIS HER UK 場合 に 反射 され る 光 の 強 さ を 入射 光 の そ 
れ に 比較 し て 百分比 で 表 は し た も の で あろ つて, PAE 2, MMAR 2 eC 
ある 物質 が 屈折 牽 が な る 媒質 中 に 於 て 示す 反射 半 RY’ Ik, 


2 : tt Peete (1) 
(Sanh) 
2 7 
CA Y, BRPILIAU SKA F Ik, 
pp CAA) oe ee ee (2) 


(a+1)%+ (2K)? 


ED Bis 

此 の photometer の 作製 常時 に は , calibration に は 先 に Berek の 提唱 し た 
ga eM L し て 使用 し た が , 此 の calibration (2 k4 % OOFWlSIE L 
CKWOT, Rete Berek Vey BR 2 calibration OPS##\< (FA UT 2% Sc 
依 つ て 筆者 の 測定 値 と 碁 し く 異 る 前 測定 者 の 値 に この calibration の 誤差 
の 補正 を し て 見 る と , 多 く の 場 合 ほ ヾ 筆者 の 測定 値 に 等 し く な る こと ょ が 和 制 
明 し た 。 

RI OWE 0.2% 程 の 誤差 の 範 園 で 正しい と 云 は れ て を る る が, 筆者 
の 経験 で は 到 旗 この 様 な 正 雇 さき は 得 られ すず; 各個 の 測定 値 の 差 は 2?~3 に 
達する の が 最も 普通 で あり , 前 測定 者 の 報告 を 見 て も , 此 の 程度 の 誤差 を 含 
ん で を る 様 で ある 。 従 つ て この 反射 窪 の 測定 値 か ら , その も の の MTA & 
び 吸 政 座 等 を 算出 し て 見 て も , その 値 に は 殆 ん ど 信 を 置き 難い わけ で ある 8 
IEE ORO CARI EMT DD, Bic fk SABIAN TERE S CE 
を 得 ら れる に 至 つ た の で , Mz TOWED BA BHES So 


此 の 研究 に 管 つて , 宙 津 先生 は 高 伴 な 器具 の 使用 を 許さ れ , 終始 御 懇 第 な 


1) H. Schneiderhéhn und P, Ramdohr, 同上 , Bd. I, 161, 1934, 


#153 研 人 究 Hk BE #12103 ) 


USAR & UEERE L 2 0, HOSE 2 MIE gHAe | tEPRGEIS A Bs 2) 
SAVE 6 teizo HAO © OPER & MDH 21 ALT, Pore we 
(WK OPRPES SZ LOCH A, 
IEW AE HS 

ooo <5 MAS BU Ik, WEDS HST, ATE RE © 
PRM Cees 0 基 の 理由 を 療 へ て で 見 る と , 反射 牽 測定 の 目的 に は , 現在 
使用 せら れ て を る , 題 微 鏡 に 附属 せしめ た 式 の Photometer が 充分 正座 で な 
*: 又 研 麻 の 良 替 に 佐 つ て 測定 値 に か な り の 差異 あ 生 ずる こと 逢 eh TOMBE 
VCH 5 2°, L—Ty HEARS 6 ttt AN EO BL hc BEAR SIS 
SMES TIMP 91S, 水 卓 板 を 標準 と し て calibration SN し く な い 
測定 値 も 相 営 に ある の で , MAO WED SEO 億 に 迷 : は され て , 測定 に 
自信 を 持ち 得 な いや うに な る こと も ーー つの 原因 で あら 3 。 

= OBI Dv. Clk; Schneiderh6hn 及び Ramdohr “%§ 4 4 3 ~@ Lehrbuch 
der Erzmikroskopie #5—#20) 161 AUIS CE 9 38D CASES LOA 
(= BEAT S WEM LBS 5 WET 3 うだ が だ が, BE CAB Tc il Be 
POSER AORETILAT ESTATE s 
— 此 の 様 な 事情 で ある か ら , 現在 Berek 等 が 提出 し て を る 新しい 次 料 に 
BT SRIED IZA 2 ME & し て 測定 を 行 ふ 叶 , この 測定 法 が & の 程度 の 正 
座 さ を 有する も の で ある か を 明 に する た め , 二 三 の 礎 物 に つい て の PPIX 
HEWEOM SIBLE StS. 

WEEROC ASE GLHFLO Berek の 論文 等 に 詳し いか ら , BEIT ERE 
Det VAT ILD So 

FEWED 5 ARTE IE FEO RTBU ROT 二 つ に 分 れ , 一 つ は AO Ivy BA 
SiO) vertical illuminator に 入 0 め , そ の = コル で 直線 偏光 に せら れ , 研 


L) 本 人 属 で は 渡邊 武男 理 出 土 ボ デル ャ ルル に つい て 測定 し た も の が ある の み で ある Cb 
質 阜 雑誌, 第 43 48, 第 517 Ge, 787 Wo 筆者 も 本 辻 験 の 序 を 以 て 同 磁 物 を 測定 し た が 
大 結果 に 於 て 満足 な る 一 — Fk % Sl te o> SAVES 
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we CIZ4t 32 T, この photometer に 特有 な photometer ocular で 観察 され 
る 。 他 の 光 は 乏 と 開 係 な く , vertical illuminator (LAGS, HOI 2AET 
photometer ocular に 達する 。 こ の 途中 に 三 個 の = コル My & Nz EW 
置 し て ある 。 photometer ocular の 殊 野 は 特殊 の 禁 置 に 依っ つて 中 央 で 二分 さ 
Avl# YO, CDRA Pe se: 光 が 別々 に 入射 す 
る や に な つて を 2 る 6 に 

和 褒 こ の 接眼 鏡 に は 小さ な filter 2A SYMVA O> tk, MROMRO = hi 
の filter が 請 必 し で を 0 夫々 約 53X 107 Sem, 59X 10~6cm KRU 64X 10-6 


cm NNN LTHAYO, KADOPELOW TON 8 
ZED WIA RIT ROT 2D 0 


先 つ 等 方 性 の 確 物 の 研 礎 面 の LIAS 2e 測定 する 場合 を M40 WHO 
filter 入れ, 解析 = コル は 外し , 前 記 の 此 置 の ある 接眼 鏡 を 覗け ば 
の 殊 野 は 一 般 に は 同じ 様 な 明る さ に は 見 えな い 。 こ の 時 な る = コル を 
Heh LC > WERE BADR 8 < AR 72 HOT S Ze 加減 し て , PAT OMLEE D? 全く 
同じ 明る さ に 見 える 様 に する 。 そ の 叶 の = コル M2 OMG MILE CRA 
取れ や る 様 き ほな つる 226 
今 反射 窪 だ な る ぁ る も の を 以 て , この 操作 を 行 つ て Me OIRAD Wr CH 
DLL, (ORMHEOLOC WW, KABADISF ERK Ltn, 
R:er=sin2 Wp CER Oe Ce Re CT (3) 
な る 開 係 式 が 成り 立つ 。 こ ヽ ゝ で だ RAKED IMO DET BIE 32 
て を る と すれ ば , 
= Le int ge Law aha, Re eee eee (4) 
TSO BRD 6» PTRORINAR r 20RD o BACEIE LOREAEIS Tr SHR 2% 
FAL THOS LILI UKHO CHS. 
FEST EO DED CISPR TEL FGLRELS 75 ODS, GIB GO CEO も 
QOEIPTA 2,3 RU a, に 比 し 得 べ き ERA Ri, Rs BO を 
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WES SBA TOUT, SOP SUNS OE ~ FSS 


第 ae 此 の 共に は , —~ OOD HEB 
0 SHRM FC, WOLD 
‘ he ie 赤 CESS ARG (Ck 垂直 で " 
556 | 556 | 59.1 DO ERE Ze 使用 す 
614 | 542 | 608 
渡 | 604 | 54.9 | 541 る の が 最も 便利 で ある 。 
m PRN ies; | BR Rae ree 
Be ig ese | ssa -lindea | OI TTR CD 
Schneiderhonn's 54,0 53,2 52.0 ぎの PTI 2 使用 する の 


が 最も 使 利 で て ある 。 こ の 
様 な 研 魔 和 面 で は , SUA RICHEST EMBO Ole LG ARIK, BR 
AO) OD WVEHAS o 即ち この 様 な 研 魔 面 を 直 変 = コル 下 で 消 光 位 に 置 
いた 上 で , 解析 = コル を 外し , 等 方 性 確 物 の 場合 と ほ ヾ 同様 な 操作 で その 反 
NAS WWE T DOCH Do 

FEO WRATH O USD < 72) BRAROM BIBT So PaeHit NIMH 
[NEEM LOW CRA BOO 測定 し た も の の 例 で ある が , その BPEL 
は Schneiderh6hn 及び Ramdohr の 峠 鉄 し た 値 と ほ ヾ 一 致す る が ; 各個 の 測 
定 値 聞 に は 敷 パ ー セ ント に 及ぶ 差 が ある 。 こ れ は 黄 鐵 栓 の 様 な 研 魔 の 容易 
で な いも の に つい て の 例 で ある が だ , Bia 19 < OWE TED 相 等 に 誤差 の 多 
5 の で ある こと は 明 で あら うう 3 

同じ く 岩 右 確 物 確 床 鼻 第 二 十 伏 第 二 金 記載 の 筆者 の 報 文中 に 輝 べ た 本 邦 


第 RO OR 
% B&W の 反 ot BC%) 


Bla 1) 22) Ge F| BE 4) DRT DR? eT 
線 52.5 | 579 | 549 | 661 |. 556 | s7a |" 532 
a 59.7 |' 89.0 | 505 |; 559: | -864-| 649) 56.9 
fe | 85.0 | 1 | 548 | 55.9 | 864 | 56.4 | 610 
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4A tH EOD BERNE I OO ET EM BNE’ UTA Lice CRvesb Td 
各個 の 測定 に は 敷 パ ペー セン ト の 誤差 を 件 ふも の で ある こと は 明 で あら うら 


e 2 & 
渡 8 Schneider- pe 
ohn“: 5 ve 
hohn 筆 改 
線 32.4 26 33.5 
| ie 29.2 25 S207. 
| <f- &@ re + 3 
| A 鐵 確 oe 26.5 21 241 | 
| 線 364 37 a 
a ye i 42.3 37 
ets he rie SE hey = 
tik Tit Se Bk if 35.8 36 fal 
Pay je Rk 45.2 40 458 
AC od Be ue Ld A 40.5 44,9 
Boiy 
of 51.4 41 53.6 
; me eae Ist yalalll sta? 67.1 
aA a 4 ry 524+ | 45 50.0 
赤 55.7 | 4d 57.8 


第 四 表 
Non ot Hh OD KR A MR Cz. 


産 地 ER 池 ER ~ 
| ie ke Cite) | 165 | 163 | 16.3 
ay 4] CREBAD | 16.5 LS OS 


| | i TB, 
jt CORDA) | 19.0 6.57 渡 ib 


i iS CORB) | 18.7 16.5 16.3 
ee as 54 Fees Ss | A a = 
Santander (WEBA) | 16.97 | 16.49 16.15 Cissarz 
| = S| | 
ク ee 185 | 145 | 18 Schneiderhohn 


PBR (k PME O PARAMORE BR Lio OC 8 各個 の 測定 に は 
I~ 2% の 差 が ある 。 


TRE, APL, AR 95・ 昭 12. 
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PUA (LF, RR, AGAR ORAS O BHO WWE RL Ko 

I OMA IS IES TTVED £ OCH OD 6, EHMOV MB COW, HI 
HOM ATAS PMVET SS CHSD, こ ヽ に は 方 向 の こと を 参上 殿 に 入れ すず , AE 
意 の 方 向 の 研 訂 面 に つい て , 本 均 反 射 究 の み を 測定 し た 。 

LEE Op, RAGED TSO (kSchneiderhohn 4 OPA L thE SSE d's 
DYE OAM. ERO CM KO S38RCHS 6 te4OSchneiderhéhn 
SOMNILRE S < Akt eRe t LT calibration を 行 つ て 得 た 測定 値 で あら 
うと 思 は れる lo 

AK GE ERE EL LC WOT BSR ORS 2 BARRO HOW AR Uo 


S$ HR MEARE BRUT BAH 

HIRD RNA C2) Wi PAE LS BE CHAY 

“thy 新 18 られ て を る 倍 を 同 表 の 新 の 項 
ee ee es (LAL, ROBE Ol 
a 0 4 の 70 | 114g | を この 表 の 最後 の 欄 に 示 じ た 。 


40.10 1.146 


Schneiderhéhn 及び Ramdahr 
の Lehrbuch (2H(F 52ciEHOWO pic kL OMB. & BMI 
の が 多い わけ で ある 。 

SS BAA FB 1S PE OSLER © OMEPIZ OV b> 正 比例 的 
7s HA CM OIRO EO te UT 第 四 表 中 の Schneiderhohn “Ose (= 2 
』 の 補正 を 施せ ば , 表 に 示 し た 様 に , 多く の も の は 人 筆者 の 測定 値 に ほ ゞ 近い も 
DNS 

(KOC ERO) We it Schneiderhohn 等 の 値 よ り 多 く の 場 合 過 大 で ある 
が , Tr BWR OI WAR 2H 40%6 LT SMG し い 標 准 で は , LAOWEMOL 
が 褒 ろ 定 際 に 近い も の で あら うと 巻 べ られ る 。 Schne:derh6hn 等 る 追 つ て 
TE LU We BRS A EMS TE ODS, 近い RICE L TNS HG LW 
TE LOWE DRE 62, OOF MOWMAE GET SICBATEG 0 

以上 , この 方 法 が 相 営 の 誤差 を 件 ふ 測 定 法 で ある こと 及び 現在 種々 の 不 
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SHIMON HA & UCHR G2T HS EODWNCIS, その 億 が Ps 
に 過ぎ る も の が 良和 常に ある こと を 示し た 。 
: Ill #528 2R02RRS 
LTB O BME OU Tits これ まで に 多 敷 の 研究 が ある 。 し か し その 
RO tS OS 
RAS (nl, AL EME? EO RRA WT, その 主 反 射 
a R,, Rs 及び Rr PWWELK COR Cissarz Optio lk »—-2kT AS 
も の も ある が , か な め 異 つた も の も ある の で , 一 つの 測定 BEE LT, Hie 
癌 表す る こと ヽ ゝ し た 。 COBALT RO AME — A, 同左 山 を 訪れ た 際 , 同 
確 出 か ら 贈ら れ た も の で ある 。 こ ・ ゝ に 記し て 謝意 を 表す る 6。 
x 射 率 を 測定 する 方 法 の 概略 は 華 に 輝 べ た 。 BIER HRD 8 © 

で ある か ら , その 主 反 射 訟 を 測定 する に は , (zoo), (010) 及び (oor 等 の 
WEE NOU, Hea 2, 2 及び < OA MOK BWVE TRUE KW 
BIL COL MOA INAS 6 URI OTM Ot. ALO 
WP \— 1k COLO IL AET GAD ASOC, これ る も 測定 に 利用 し た 。 

その 測定 結果 は 第 六 表 と し て 示し た が , 一 般 に BIC OW TO 測定 が 
良好 な 結果 を 和 興 へ て を る や うぅ で ある 。 WRARU EOE? EOP FIC 
BD ICD, SRUC 6 PRM CI HAD SM ICRAO SL OKFOCHS. 
括弧 内 の も の は A. Cissarz の 測定 値 で ある が , SERA ¢ PRE t WoT 
DLO EBOOK OB LWP I CHSo Cale ROA Lt A 
VDEAD LOL OBDOKKHCHE I LEX GRAS 


1) P. Drude, Wied. Ann. Phys. 34, 489, 1888. 
” ” » ” » 39, 481, 1890. 
E. C. Miller, N, Jb. Beil. Bd. 17, 187, 1903. 
A, Hutchinson, Zeits. Krist. 43. 461, 1907. 
J. Konigsberger, Ann. d. Phys, 43. 1205, 1914. 
A. Cissarz, N. Jb. Beil, Bd. 64. A, 137, 1931. 
» -» — Zeits, Krist. 78. 445, 1931: 

2) PRA, SWS t, 3 43 4B, 440, 昭 11 
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第 六 表 
Tt SL HE Be BED FEL BY AAC 26) GTR PN Cissarz の 測定 値 ) 


結 Hh ih a b é 
偏光 = コル の 位置 x 0 | 2 0 | 2 ake] 

結 | 品 の 位置 8: = 0 eS 0 pa x Sg 
KY Ho 4w| R xR R Ro RR | Re tes iheacieel ues 


2 2 2 @ 2 
: S15 NO 20.8 
WE BA Teg / CO : ; < 
VDA tt 720) C485) (36.0)|(42.3)) ~ | — | — | (58.09 c40.5) (49.8) 
Ress RAC |. a) =| = lee 8 lbara dane 
rea 719) | -46.0))(31.2)|(88.6)) — | — | — | c49.8)\ (38.0) (43.9) 
a Peels OG OE 
Bree tl 7 (100) 


— | — | = |(842)|.c23.75| (29.0) (49.39) (36.3)| (42.8) 


wee /cooty| #8t.| 288-| 40.9 | 402 | 27.7 | 339) — | — | = 
PABBA 7 (91) | 45.6) (31.2)| (38.4)| (85.8) (24.5) (30.2) — | — |. —- 


cows #1 | 356 | 3 | — | | — | 688) 408] 49.8 
$5 DAI 7 O20) | - 49 75! (30,5)|(36.6)) — | — | — |C51.3)| (84.9), (43.1) 
nce /rotoy | 292,| 255.| 838) - | — | — | 282 402) 48.1 
BA 7971) | -47.0)) (27.5)|(84.2)| — £ — | 445) (CRD (87.8) 

iz x = = 
ee eee |= 1375 | 269) 322| 49.0. |) seL\rae6 
研 摩 面 C100) _ | _ | ーー | ¢30.05|(20.6)| (25.8)| (42.3)| (30.0)| (87-8) 


My cea bass 70 | 2302) 352) ET 
BRE TL (991) | - 49,8)| (27.4| (34.1) (31.0) (21.8)| (26.4) — | — | = 


PORE ro, LOW S38 Alea f= — | 551 | 334) 443 
SSA / 979) | -49 9») (28.8)| (35.5) — | — — | C48,5)| (81.5) (40.0) 
bi. 364|\ 870 | 367| |" 3 | o- | 584/857 | 45.6 
rae Ta 7 (919) | -39 0)| c25.6)\(32.0) — |. — | = | C42.2)|(28.5)/(954 

aK Pe een e 
eats — | — | =e) 364 | 27.7:| 82d | 5384+) 35% | 444 
We 400); _ |} |_| 28.99) C19.79| C24.39| (40.0) (28.09| (34.0) 


— Pa ON SLE 79 8575-24 Ou 29.8 | oe |, = 
Bras TZ (901) | 32 2)| (26.5) (32.49) (29.9) (19.9)| (24.9, — | = | - 
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ie 6 LIV ERIL ER OM EMD Cissarz Oi k O Kiksy HK CHS 
LECHSo CervleRy ¢, Bide D7 9 1c, 水 卓 板 を calibration ILM 
to Arne arse LHKODIzTHD CH 6 IDE BULIS Ds, fai に FEA OI 
因 も ある の で あら 56 

FELNAO) Ri, Ks 及び Rr を 示す 方 向 が 夫々 結晶 両 る の a 及び < Oy 
向 で ある こと は 前 測定 者 の も の と 同じ で ある 。 

Kz cedar oil 中 で 漫 液 法 で 測定 し た 反射 卒 を 第 七 表 と し て 示し た 。 
の 測定 値 は Schneiderh6hn 3 OPE UTC 2% SHAE PILWOD それ 等 よめ 
や ゝ 小 で ある 2。 


第 表 
TEA EHER GEO cedar oil Po*EK HA (2%) 


i 0h Hh a b < 
偏光 = っ ん を の 位置 xz=| 0 = 0 | = 0 =e 
| 結 上 品 の i ie Ox た 0 = | 0 0 ce 
| 区 5 a の % lis Ro, TR Fo Re Ro, = ea Re Ro,o a Ry 
athe Ss as っ 2 | 2 
| | ‘wept /co10)| 25.6 | 2x2 | 204) — | - | — | 444| 29.9| 37.1 
is it JC 1 Sees Ss — | 185} 119| 150| 344| 236) 29.0 
ue | SBA (010) | 34.2 | 21.3 | 277 | — = — | 383'| 292 |°33.8 
| BE Ta C100) | — — 163 11.8 | 140) 336 EL 
| — — Sik ieee rie 
je | SEDATE 7 O10) | 84.5 | 23.9) 292) — | — — | 83.9) 246 | 29.3 
| OE tat 7100) | Se | 9 12 SOF SS eo male 
: | 


(ETL SIS ARO cedar oil thORMNED MOD O, IDS 
BRAHRO AI PTAS wa, me 及び mr ILO EWA a, ep 及び を 等 が 
SHIAE BA, FEOT TO) complex indicatrix EWE EMSDICHS, 
Mote SPB t 1) RO 2) の 式 を 解い て , 
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/ R(n+1)? +(n—1) 
k= wm (I— RP) 


な る 々 式 が 得 ら れる 。 WOT mw Ic cedar oil OPA AMT. 2, 8 及び 
Y O=FIMIOW TT LONRSTIA, DMO RRO R DO, Bh 
TEROEBUAED SEE 620, 手 績 上 に は 何ら の 困難 も な い が , この 方 決 


a で 測定 せ & AUTRE 2 ~ 3.2% OMB IL RIT, この 程度 の 正 訣 き 


- CIMEIEIELW 2 RU & OOF LAT Herero duahus Weis 
DTULALSBECH Bo 

Berek は Cissarz O) JEM D? 5 > ER ACIEOD FE JLT AS 2 OSE RAR 22 SE 
UT? Drude や Hutchinson 等 の 測定 値 に ほ ヾ 近い 値 を 得 て を る 。 こ れ は 
この 測定 法 で 得 ら れ た 結果 と し て は 借 然 の 一 致 と 云 ふ の 外 は ある まい 。_ 

IV 人 金 瓜 石 産 硫 太 鉛 只 の 至 友 称 率 

tA ERIS OW Ch, CORAL 未だ 報告 され た も の が な いや うぅ で 
ある 。 VIBE CEI 6M U6 ASS tet SEE IE DE 
ALSO (100) 及び Coro) (22 FT ee TE O, 結晶 還 @ 2 及び < に 
企 行 な 主 反 射 牽 を 測定 し た 。 

(zoo) OME Cit, TOWING 7,=0 及び 7 デー ラー の 位置 を 定 
め る こと は 征 囚 難 で あつ た が な が, (ozo) OBE CIS IA FEM SAE DS + Be 
I BRACHT, 正しい 位置 が 定め られ な か つた の で , 結 醒 の 外形 か ら 2 k 
Uc の 軸 の 位置 を 定め , COME CHA ETRE LT 24 CL RAED 
た だ で 測定 始め た 。 MR (001) の 研 礎 面 も 作 つ た が , © av Clhik DOE 
DLO BILE LS ZHABEC HA O, 且つ 外形 か ら の 結 卓 方 位 の 決定 も FRO BED 
で な い の で , 測定 を 中 止 し た 。 

測定 結果 は 第 八 表 と し て 掲げ た 。 主 反射 牽 Ru, Re 及び AR を 示す 方 
向 は 夫々 結 唱 軸 る a 及び < の 方 向 に 下行 する も の で あの あらう 2 


1) M. Berek, Forts, Min, Krist, Petro, 16. 54. 1932. 
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Schneiderhéhn 42OPRA UTC % SWE AI BAR 2 S$ 測定 し た 億 で , ith 
23%, HE 27-5% MOM 27.5% LROTHO, BAO EOP> NCHS0 
此 等 の も の に 前 に 述べ た 補正 を 加 へ る と , th 29-69%, BE 23-84% MOM 


第 八 表 
SEN AT BE ALIS OD EL GVAS (22) 


結 hn ify a る c 
者 革 [ole] 1e)# 
位 Te Kne } DF 2 2 ee 2 
oh om i | 2 | 0 x | 0 0 | = 
i GY AA OD % AR | Ro, x R x,0 Rs |.Ro, zx Ro Re | Ro,o Rx, x Ry 
2 2 2 2 2 


| WRMR IA /(O10)| 31.9 | 21.1 | 265) — = = | G34): 229 ER 
Hk wre /c100) |) — — =f 30.5 | 25 | 954 | 866 | 249 |" 308 
‘| Bisemn /(010)| 33.7 | 2517) 204) RA 
| © | aptweiat /Cl00)| 一 e —..| 8341 20,9 | 27.2 | 86.8 | 278 | 323 
| _ | 研 魔 面 人 (010)| 36.9 | 281.6 | 29.3 = = = 387.9 | 25.8 | 819 
as wwe / (100) — “= = 82.4 | 20.5 | 26.4| 864| 241) 308 


第 九 表 
4a IMA MLENDE D cedar oil 1a AZ AA8 C%) 


4 oth hhh a | b c 
“th He la ne AS て ee x 
oD tt a Xe . a * i & moe 
結 品 の 位置 8 7. 0 zs 0 a. x 
Ka AAO % | Ro, xRzo。| Rp | Ro, x RT Re | Roo |Rx,x| Rr 
VAs = 7 2 2 2 2 2 2 
。 | area / (010) 16L | 8.7) = = =|) ee eae 
* | EBERT / (100) ー | - = 75.30 9:9) Tea 3 Gate eee 
ou. | PIR FZ COL0) | 17.0) 92) 131); — | — =" | 497") 114! 153 
| pe C100); — ij) .= |. = | 147 39 its) Fone ae 7 
ape | tHE 7 COTO), LPB TON RN = 2 
BPR 7 100) | = | ~ | 169 | 10194" 134 | eog leo ete 
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24-64% tio 方 向 を 参 慮 に 入れ て を ら ぬ の で , 正しく 比較 する こと が 
HAR SD, 筆者 の 値 に 近い も の で ある 。 
Orcel が photocell を 使用 し て 測定 し た る も の で は , WARD LIF EO 6o~ 
第 拾 表 
IP 1 BEBE WL ARM © ALL IAN て 2) 


#i Hn iif] a b C 
ti 36 = 2 を M4) 22s 0 bia 
x て 0 x 
Ot TE XZ peauecl" 2 2 
win Oia i) 2 1 0 | us 0 0 a8 
a | 
| i | 
Ka BO GH | Re RRR RT Ry | Royo |RX,%|Ro? 
2 2 2 2 2&2) 
oy, | IZ C200), | — | — | 766) 409} 58.8) 66.2) 450 | 55.6 
TR | METAS (O10)| 66.2 | 421 | 542) — l= ber) CA EOR 
| ; 
a. | MZ (1005) — = ae V8 \\ 43°9 | 60.6!) (70.7.\ 46,7 58.7 
BBE C010) | 66.2 | 42.2] 54.2 | — 2 — | 66,2 | 43.9 | 55.0 
_,. | WHE ZCe0)| 一 = = 754 | 456 | 60,5 | 69.7 | 47.4 | 58.5 
I BZ C010) | 72.9} 39.0] 559| ~ = — | 646| 462°) 55.4 


第 6 = 表 
(1) PEDRALERME © cedar oil 市 の 主 反射 系 C%). 


結 Ha if} a b 
偏光 = コル の 位置 zm O | 4 0 0 eg 
ih Otis | S|] 9 Us 0 ees 
a ahs ae 
RG AO GH | Ro, rRz, | Rs? | Ro, AIRAY| Ry | Ro, 0 a Ze Ze Ra ? 
2 2 2 2 2 
| | た aoe © | 
| 研 魔 面 <100)|  — = — | 519) 33.9 42.9| 495) 833) 41.6 
| perweig /CO10)| 51.8| 32.7| 0 — | — | — | S41] 32.7} «au 
ニー | en | = _ ae ! 
- - | | a € | 9. tt ) 94 AS 
| HZ (100); — _ — 52.6124111 434) 49.8 | 341 2420 
P| 研磨 面 人 (010)| 49.2 | 314| 403| — — | 49.8.| 308 | 403 
| BRIT Z C100) | — = A B81 |) 4209 3| 363 | 44.8 
Ws | prcmeng /(110)| 49.9| 312| 405| — | — | — | 549| 38.9 | 404 
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第 tM 65 96 Pirie kt Cis OS use 

BEML > ELIA CA. Cissarz 測定 ) 8 BAER OWEN ICE Vo 
om Mm | Ce b c Riz 同じ 研 魔 面 に つい て, 
paao nm | Re | Re | Re cedar oil sei? Cie Lt 
La: Citi 54 B45 53.7 4, PIL ¢ LOR UK oe 
ey {ogg | gg | CRE OUNC eaeoemaraag 


en ers inet Po eas の も の な り も 少く 大 きい 2) 
この や 5 な 僅少 の 差 は この 測定 法 と し て は 論議 の 問題 と は な り め 得 な い 。 
V 甲山 産 硫 學 鐵 太 の 至 友 射 率 


KFA GER BE HA SED LE OUTER ME? の FELASA AL Ze 2 第 拾 表 


MOSER LE UTR UK. BAPOE OS, cedar oil pHLD, Sih 
ARES SDRAM WAS Rr を 示す こと は 明 で ある が , Ra 及び 
が を 示す ADMD KAA ¢ の 方 向 で ある か 2 の 方 向 で ある か は , 人 筆者 の 測 
定 結果 で は 不明 論 で ある 。 比較 の た め に , A- Cissarz” OW is Re BAA AL 
表 と し て 示し た 。 筆者 の 測定 値 の 方 が Cissarz の も の ょ よめ りや ヽ “大 で ある な) 
ほ ヾ 近似 の 億 を 示し て ゐる 。 
( VI PBEZRMBOZTERHE 
足尾 鋼 山 産 落 鍋 嘩 の (oor) 及び (zzo) (CAF APE HE, < WSR 


BRS 表 

78 FE EE SIK O ENA AE ( % ) 
oO ee il eae 8 R 
%: wee 7C00L) | 39.9 = AE RENO D cedar oil 
ey | WRMETAT / C110) | 42.5 42.2 Dips rPLHtAe C%) 
aw; | WRBSIET / COOL) | 46.8 ete 線 30.5 | 
| BBR C110) | 47.7 46.5. | - ee | 
エル | mei 7001) | 42.8 | ーー | ee 
” | BBR C110) | 45.6 | 46.5 


1) ERR, 藤村 幸一 , bb Mak, oh O27 伏 ‘98. 9, 
2) A. Cissarz, Forts, Min, atthe Petro, 16, 92, 1932. 
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OPT MDT 6 ICD LIE PWVE Lb OR BIPBRL UCR LK 
この 結果 に よれ ば , LO TOO HOKAGE ES, 何れ の も の が 大 で 
ある か は 此 の 測定 方 法 で は 決定 出来 な いで あら う 3 。 (C001) の 研 魔 面 に つ 
て 測 つ た cedar oil HO HASSAN L UTR LI 


ASAE IS SE Lic RAO — AB IS AAR MS OMMICKSLOCHS_ WICHL 
CHS IS ALR & HS 3, 


mm 7 3h AO ts Se lo RE T て cD 
maim 純一 


Ai ROIEN (Eke eet OBI EE t WARE CHS. HE 
fs S BUDA IL ERO VEIKR ECHO, COMSHUROORKC UT, 
AO AWEP (AMAT SM SHES AT SUSI BETS LOCH 


っ 


の o 
「 右 油 朗 層 の 研究 は , 筆 者 の 十 敷 年 前 に 行 つ た 油田 の 地質 と LACHER 
物 と の 比較 的 研究 法 が KO 52% 2 MOP D7 + uv 4 + ORBLE Io 
© CHEEK 8 42, 2» CHUL ORSO MI. % 見 る に 至 つ た も の で あみ 
So MDs Hel, この 問題 は 八森 光 和男 氏 の 新 研究 に より , AHS ALO PE 
EOMARD UDA Gar, 1d S & Oi kFBOME GE (chlorophyl 
derivatives) Off 4E DRO 620, HBO RAY CORA L HEE StU また 
窒素 化合 物 が その 油 母 量 と 殆ど SPIT SBR AM GALI LAVED 有機 
畠 抽 出 物 中 に は 約 生 量 の ァ ル ミナ , 了 酸化 鐵 等 が 含有 され る 事 引 が 訣 め られ 。, 
Aid RO BE, 筆者 の 所 調 “吸着 的 石鹸 読 "(岩波 護 座 石 洒 確 訂 の 成 
央 参照 ) に 用 な る 根 近 を 提供 する に 至 つ た 。 
Om <, Aisa 右 油 原 綿 た る 有機 懇 駄 物 と 地 訂 の 主 成 分 た る 無機 
BRED & OMA IRC dS & SUT HAR So MU CA ill BERRIES 


BP OL Sty ay sae a ‘es ie 
HEE 1h4 tek The) CO) er a\ee A$ 3. oo RS. SHA <—S [BI 


/ 


{ 


cc— 
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の 堆積 後 , 所 詩織 避 作 用 を 受け て 2 AlUePnPE OMIM (degelification) 
Dike O , AT HED & HEM & PLR SB IS NE LB IE CST, Bill, Wt I Ze NEL 
後者 は 多 少 卓 性 に し て 純粋 な る TARR, EWR, 7) >, 酸化 鐵 等 の 夏物 成 
分 と な め り , な ほ 容 易 に 分 離し 難 き 部 分 は 油田 央 の 石 漆 青 ( タ ケロ ヂ チン) と し て 
BERS DIL BOt~EONCH So 
PEACH > % ABE te H (WFO MN < FCM A ill AHS DB HE 
METS LOCH SD, これ 等 分 離 物 ( 右 油 , Hr) & BEECH) & 
の 聞 に は 一 定 の 因果 開 係 が 存在 する 牙 , i OPAC FO CIE, 地表 に 店 出 
する 河田 岩 の 研 究 に より , その 大 盤 の 可能 埋 渡 量 , その 油 質 を 推定 する を 得 
可 き で ある 。 
AMEE & O SEAS S ECM, AM, AO Wm UL, 地 廊 中 の 礎 力 弱き 部 分 , 例 
へ ば 多孔 性 な る WD eR | こ 移 動 し , 筆者 の 所 調 第 一 次 石油 訂 を 形成 する に 
至る も の で ある 。 H-KAIME (LEAO Mw K, A, 石油 等 の ェ ャ ルル ジョ ン 
D— FILA a TS も の で ある が だ が, これ 等 は 重力 的 に , DSLEBSER 
的 Ccapillary replacement) に 局部 的 に 集中 し , こ ゝ に 石油 確 床 を 形成 する 。 
折 様 に し て 生成 せる 石油 左 床 は , 例 へ ば 北米 ミッ ド :・ ay FAS FOR 
く , 石油 訂 が 碁 だ 厚く , 地 質 時 代 が 古く <, 構造 も 甚だ 雄大 で あつ て , その 地 麻 
FOM S & 1 度 の 敷 分 乃至 迷 寺 分 の 一 な る 如き 場合 に 適合 す る 8 
然し 本 邦 の 油田 の 裕 曲 基 態 は , 概 し て 北米 の それ より は HNO 2 212 FH 
WL, the Le WIE te B RANE EU, IMS. B (ZAKI OBESEDS BSR, 
丘陵 地帯 は 勿論 , LAs SONS BLL, 下地 の 如き も , その 地下 構造 は H 
D<PMBRESSSLOCHS. MU CMA AMP MORE < Les 
ke る 事 は 既に 報告 し た 所 で ある ( ERE. PEF HELO ny AS file ic — i 
、/ BPO ERS UL 
Te EIA S HINO BEE PORES, 筆者 等 の PFA RPS 
(Druckmigrationstheorie) |i LSM SCHOTT, LOB), CAMeERoO mM 
SILMOM SBS BIL TKK RBRELAS OBS Ris 要する に 


on 


i 


ee ee 


JQ) 1D 77) M4 (19) HY si 
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ANDRA WR FAKES k WROM SBSH TE ま づ 第 一 に 構造 に 支配 され 
る ぁ も の で あつ っ つて, 所 調 PIR 」 沿 田 と 江 も 。 機 造 的 研究 の 結果 に まつ て 物理 探 
WRI SOT ct ele, 然 る 後に 試 鑑 を 行 ふ 可 き は 言 を また な い 。 

TS Ne dn 
衛 来 の 構造 研究 の 用 法 に は 人 徐 り に 多く の 任意 性 が 含ま れ , 同一 の 地質 調査 
a に 於 て も , 各 人 に ょ つて その 結果 を RIT SORE 
を 発 れ 得 な い 。 三 比 巴 油 田 に 就 て は 所 調 有 ッ ゥ ジョ ン 式 作 賠 法 が 行 は れ , 以 
AEX ACS Aled tt — 22 ROT DS, 同 法 と 江 も 不備 な る 弁 が 少く な い 。 
SEAL © OR BL 58. 観察 雨 種 の 結果 を 線 合 し , HOH & 赤 一 定 の 
BBY GIX 2A TRMROEGS BAO, その 概 夏 を 艇 表す る 所 が あつ た 
CUE OPES Cah (a HBP AS | MF T= fae Fo 

AHL LALO MK (= KOT RRND EOS 3 を 行 ひ た る 二 三 の 例 を 流 
べ ベ る も の で ある 。 従 つ て 越後 池田 の 全般 的 乃至 細部 的 研究 に 就 て は 本 稿 よ 
り 除 外 じ , 機 答 を 得 て 追 次 これ 等 を 避 表 せん と する も の で ある 。 

層 序 及び 基準 層 筆者 の 新 範 式 の 使用 上 注意 す 可 き は 茶 准 層 の 同定 で ある 。 
然 ぁ に 越後 油田 に は 適 営 な る 基準 訂 に 逐 し く ; EDI WAAR ABO BAR 
CF2ZINFV 5), FRHBOD VL 2) AZDBRVALY + ADRESS 
SlGhF Ro, RHEE UTHMBMOHERM 2 CME ¢ BE 
所 調 コ = コム ビ ネ ー シ ョ ン に よ つ て 作 園 を 行 つ た 。 MHPtRMOM ELPA 
上 慕 だ 困難 で ある が , HE BBY KO, な ほ場 合 に より £50m 
O ep fila ze AVE LIK o 

居 序 に 就 て は 伊木 博士 及び AERO BAPE Kal BEL, 成る 々 可 く BRE 
に これ 等 を 解 竹 し て 徒 ら に 異議 を 掲げ SRE te 然し 雨 者 の 間 に は 
fe (32 US EDA O, 吾 城 層 の それ の 如き は 一 例 で ある 。 前 者 に よれ ば . 
その 居 厚 は 約 1700m (5600-49) CHAD, 後者 は これ を 釜 鎧 , 高柳 , 七 谷 , 
AeA DAME Sh» & OMAIPIL 2850m に 達し , MBOX 1150m に 上 る 。 # 
者 の 範 式 計算 の 結果 は : SD 1000m (大 河津 分 水路 附近 ) は 大 村 氏 の 
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それ に 一 致す る が , CHB OME LAB HALL T 700+100m で ;, 
SE O AREF IS POR INE ORG & 大 帆 の 一 致 を 示す も の で あり , その 他 東 
LL EO EASES RE Cb RAD ] SD, PEK Cav MEO TBA MBA Eo 
AiG RICH SPO Be Melt, < OLEH OBE BARNS TEL, 
WHE RORE 2S MMA BM CHO, これ 等 は 夫々 の 専 
POMC EY SAAS CHS. AMO MNEMCEO SB t LCS TE 

SA} (transgressive-regressive overlap) で ある 事 は , AD SECT A MOR 
aw (AIEEE) MNP CHS, BAVC I — 7% 6 He LES, BRR 
TANEO) TGR HERR ROT その 地質 時 代 は 必ず し ゃ 同一 で な く , は た 
FEIT AWA IIS CWE S aut BOLE 3 PIMEI A BIISEORY 
CREEK Mlal ¢ 72S OFFERS LAO ER LROKM CHS o RS 
EH LS ER OARS RB SS VHC URCRT ARF OR 
RITE CIE ELOBA Bo 

越後 油田 の 福 造 枠 KOM RINO Si e—Bs Se GIS, それ が 複雑 な 
SWORE e ET SBS 知ら れる 。 こ の HMR BO WR IL, 三國 越 
OD PSL ROD i J ht Coa AE TE a Pie eS EO CIRM Str 3 Ble 
PCA KAI 7 Ar avihAtAZve~DRe—-i-F 4b, MD bRrRrie 
あり て は これ 等 の 古 期 地層 は 一 連 の 叫 純 構造 を 時 する 事 無 く し て 多く の 地 
PRAIA Sty その 西 送 の み が 信 濃 川 中 流 よ り 村上 除 近 に 至る 一 線 に 並 
AFS~NCHS. MUTIO— atin: mies 
時 代 よ ょ より 次 第 に 沈降 し て 石油 悦 の 堆積 が 起 9, 福 曲 後 の 現在 に 於 て も, 越後 
LUMI & Uh HA a CPST Sk BER EO AES Zs (F 900m に 達する も の で 
dS (Be lel 2c) o 

CAUSE ORI ILS Ze Uo TT SMD HEI. 内 注意 す 可 き は , 
Ej) RESARD? ) v —fipi (rélaiement) >» 2d ALCH 0, WA CBSE 
(右上 の 小園 ) の A HHL HA AED AER Td 0, fe Bybypowece 
OB tite 2 BW D tri S So. THU AB PBI MOM SZ RIc 
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KOC —FEOR HIB BL, 中 間 の = Fae M Hage it SEPSK LL OBESE 

PRO. Ke BHWMBO WHI It BAR (CE) CHS, 後者 の 東南 端 
PIP TPF 

IGS PSH AREO IBIS KOT 西北 方 向 の 構造 線 に より て 断裂 され , 


© ORK (LAE HEK LED WEE DFO To 
GREW BCH dh IB Cb 著 しき BBA, その 結果 と 
し て 一 種 の 枠 数 曲 CRamenfaltung) の 現象 が 展開 され る 謀 で ある 。 tOH 
ADRS (IBS HBL, まず 第 一 に 各地 塊 の 衝動 前 面 に ahd 形成 され る 
第 = 


事 , A 地 塊 と 新津 油田 ,B 地場 と 東山 油田 の 例 に 見 る 可 く , 第 二 に は 南 地 塊 
OS tH Al HO = AG HWE Ie HD CART) が 形成 され る か, FORM IL S 
ニー ニス ぇ の 所 調 Kulissenfalten “Rt OT, ©» KIM Hea oaB@cha> 
SOTRE 2CMEE IE IC LEE A, BPR WDDRIC IR GO, 東北 日 本 全般 に 通ずる 特徴 で 
HOC, 秋田 油田 に 於 て る 全く 同様 (大 下山 地 塊 と 由利 丘陵 ) SBIR DD 
5, COMICS OEM BIER TH So 
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Ri. C HPB It _bekOM SABI KOTKPAB SRT SCBOKD, こ 
OPI TOMB be EPA OS PDS % wR) ew Cs その Bia, 
BD (SSA & EP) AO EBS SL SH IES SILBHSS 
8 ORR REE 25 HT RH IE SD) CHG I 6 

LALO AN < ACME & 油田 と の 開 係 は & AEP SAAR OT: 観 が ある 
が , PUMMNO BB KOT LTCOMML ERY BIMET 6 EOTCHS. 

越後 油田 の 橋 造 地 語 油田 は その 油 質 , FUE RO Bile O 2 By RAS 

一 般 地 質 的 差 邊 に よ つ て も , Jee Ob | 品 に 分 た れる が , 構造 的 特徴 に 
つて る も 同様 な 分 類 が 可能 で ある 。 

越後 油田 に 於 て は , KOKO SHED RO 56214 6 

BAB MTU KUM, ON HW REO HERE te S TIDY Hh ep BL 
i FAH £ OBERMCHES S— AMO) HN CHOOT, Hee — WAS PEAT RI) Sy 

seit 2 AS » WA Be 1s Bia Be Hh. けれ ども 石油 居 は —PCIE 
く 油 量 も 多く な い 。 即ち も 地層 の 突 頭 を 申出 せる MERLE Causstreichende 
monaklinallager) に 相 営 する も の で , C Ofer ls by AB) || LALO ABI, 金 塚 
加 閣 の 一 帯 よ め 南 蒲原 の 大 谷村 附近 まで は 明 居 で ある が , その 以 南 は wee 
DWE BEE 5 te, MIL KIMO LOR BEI EO 不明 と な る 。 こ の 
FEY OD fig ict LE SEH DOD RBS L PERE HD PNR 2e AS ODL, その 水生 的 な 
Jy ye th 75 ZB ea, 及び 垂直 的 に は 搭 段 構造 の 存 詩 を 案じ て その 試掘 が 行 
は る 可 き で あら う 。 
第 ニニ 幣 新津 油田 より 加茂 大 面 を 終 て 東山 油田 に 達する 一 帯 で , 一 般 に 複 
BR eA Ly CO) PGA OEM RETF IC SEL Clk — OBR RR BESS 
SDCH So COMA we IL 正 断 民 と し て 起 9, 後に RZ 
OD a) BH. SO Oe Ati Cunderthrust) (“sik F SiLBOL AOC, こ 
CARO MIE PEAS IE L, BUR PAO AFB h A = 黄 だ 普通 た る 型 
[BS Sos Na 
© OAFLA REA PEGS THD TC HORBRABIC HET BD, AO HY 
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AGi= kD BEE CF LS AEE ee し , PRBS CMMI BS る 4 HN 
HOD HH et 火山 性 の 材料 に 富み , その 構造 は も と SIM PHU AB’ Mn 
SRA F-22 UTAML BI BOT Bic MMe 受け て MAL 
(Bachry anticline) と な れる も の で ある 。 

KAM LEO APL Bi TS StS fe SRE MRO BBS KS = He CBE HD 
Me) (LANES S DIE LT A AOI OEE L, HO その BOK 
形成 後に 至 つ て も , CORMAADICMEE(F AW UT) LRT 4 OCHS 
HHROLBILS HY 4 WHO F-2 CHO, その 北方 の 延長 は 新津 油 
HO) PEA =F I) D> 且つ 下部 地層 を 店 出す る デア ァ ピル 構造 ( 橋 毛 , 猿 ヶ 丘 〕 う と 
な り , 更に 北方 大 浦原 , 橋田 に 延び る 。 こ の 主 ド ー ム 問 の 越後 下野 に 面 す る 

(BES B MUSREY CAMUMID I, 下野 の 地 向 舎 運動 に よ つ て その 丁 

SDA Ly 牙 は 一 種 の フワ ルッ 福 曲 と 化し , 信濃 川 断 放 の 延長 は 衝 入 よめ り 多 
NWSE CT RMD BE 2 WS BAIN HH (E> MMB bE 注意 すべ き 
現象 で ある 。 

"新津 油 は 大 面 ・ 加 茂 淀 と 交代 し て 信濃 川 断層 線 に 洪 ふ て Hts デア マル 
裕 曲 を 主 艇 と し, SOK ILE LIBRO FBR IBS IK LEE GE 
堂 ) & OO AMM AER OLLI 7 9 FS DBI ABET Bo 

COMI i & 2 PRAT S S HERD EH <<, 犬 別 す れ ば 
Ren OSHA k  CVorsional shear fault) Pr aRKE TE Cen ee 
2, AALAND HH NBR Sk SBT LS hOMED MG, CaS hte 8 
Hh & fA FOAERMIL BT SEOCHS. COONS LE 4 Malia le. & PEA 
SAUTE SD, HWEOM lhe ic plane cut の 直角 断層 の 生成 する た め に は 
A Ser SeUAT HB 
に 不可 能 で あめ, Man RIL SBS IE Lik» 4.40 Blatt versch- 
iebung に 相 営 する も の で ある 。 

B= 頭 城 油田 より 西山 中 央 油 帯 に 互 る 一 帯 で あり , こ れ も 南 北 に よめ 
EONS ST AFITHHM CH 4 0 SM LRRD ドー ム £OMO, 
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AUER edo E UT RORA ME Ae URED. O97 6 OKI, 郷 津 
の 2 F— AKIN ORB ROT 居る が , BI CRUE F- 4 Or ee 
(IAS DB Lae FF — 4 CHaupt dom) 2jIZKST SE OCHSo 
この 主 ド ー ム の 頂部 及び 周 送 に は 敷 列 の BT RD EO, その ある も の は 
AGH ICCER LKR ZB KSARNCH ET So LIVED F—- 41 eD 
AR UC th ED AES ES DE RER TS S 4 OC-FED DICH 
th. CEmbrionalfalten). (SAPS O2OCHSD o 同様 な ドー ム 構 造 は 秋田 津 
藝 の 油田 地方 に る 碁 だ 多く , 本 邦 油 田 の 重要 な る 構成 元 た る と 同時 に その 
閉 し き 特 徴 と 見 位 す 可 き も の で あめ, この 種 の ドー ム 及び ARBOR 
於 ける 石油 礁 床 双 存 の 区 況 の 研究 は 限 却 す 可 ら ざ る も の で ある 。 血 し て こ 
OREO) F— 2 DBI TR AZ DAM 23S 6 PULA BH OM S42 AE 
MILES SILAAOIM ¢, 更に 同様 な る ドー ム が RYOMHM MICK し 
て 地下 に 沈 隆 UC Pras EE DBT PUR 」 化 する に 至る 事 も 注意 す 可 き 
BACH 5 ARAYA PAI HOH ARE, BH) ; 

COMOTCH LPG, PALO PAT KOM O, MILE LT RRO 
WETTING SL OCH YO, AGH) GE WRC HST Ik 新津 油田 南部 と 相似 
的 な る 中 核 デ アァ ピル 構造 示す もの で ある 。 PHBH LT KEOKE 

る 海 座 に 堆積 せる 頁岩 選 の 初 曲 せ る も の で あり の, POT KNOG ERO 正 
BAR BIBS SE O0CHS— 中 央 油 上 帯 も これ と 路 同 様 な る も, AMO 
HER, TT CUATRO METII LR SEOCHS. MUT Ieee dhe 
Jal Lie) OD 2H LZR HST HUI & PRE eS BRISA TIES BB 
の で ある 。 

平原 及び 盆地 これ 等 の 容 曲 江 の 中 間 に は 多く の 下 原 乃至 盆地 が 介 存 する 
これ 等 の 和 盆地 小原 は その 構成 決し て 提 純 に 非 ず し て 少く と も 正 及 び 反 向 衝 
の 雨 種 型 が 存 し , 所 調 御 原油 田 の 開 杉 は 夫々 の 特徴 に 従っ つて 行 は る 可 く , — 
PUR StU] BM AL OK DAW ON S LIEK OIL ALAR IC ES 
FLARE LOM CHS HUD. 即ち 越後 下野 の 該 司 城 の 地下 の 深部 に 
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は 例 へ ば 頸城 油田 に 於 ける が 如き ドー ム が 存在 し , その 表面 は RAH 2 
TS CHRIS S PU WICC KLOTRESRALOCHSs MS 
構造 に 於 て 午 原 油田 の 開 可 が 如何 に 困難 で ある か は 言 を 要 せ ぬ 斉 で ある 。 
地 向 狼 盆 地 に 於 ける 地 居 の 堆積 の 進行 に 促 つ て その 下 旗 は 均衡 的 に 沈 際 
し , その 結果 その 周 送 に は WE DEJA CU, weit 9 Re th 2e AE OC, 或 は 断 
麻 線 に 溢 ぶ ふ て 衝 入 , 衝 上 運動 が 起 る 。 こ れ 筆 者 の 地 向 狼 運 動 で あつ て , 油田 
BE LER SH SHRIC BS る 。 (未完 ) 


MEE HH 二 例 


mB ke A MN BR HK 


WA #O 12 年 1 A SRAARERBEIC BEO CT Hy SR RE AO 控 集 族 行 を な せる 折 , 
aA RE EPHESUS OC, 偶々 石英 班 岩 中 に RW SE O 存在 せ 
SEDER Oo HRB KO BEE DAA 9 AES RK BI CEL 


us 1) 


tht 4 SSWETEM AKA ORLA EBL Givic 5% DAT Bic IESE 
PAA ICRES CHB TS Lo AERC O MARE OK St AH 


OR BR SMA LAI Str. A 種々 の 御 和 助言 を 賜 は り た る RE 
並び に 研究 中 御 控 助 下さ れ し 吉 村 豊 文 助教 授 に 深 甚 の 謝意 を 表す 。 
(1) SBMRRALEMHRS HE 

HSH A RUE ICO C, MUFEER IBS S GWA RS BEG 
REEBHAO. BWeltitR e\cKRS alike UT 産出 せる LOOMS, MiBlc 
LUZE, BARU ROBE Lo BUA F in CRETE 2B L, BEgh 
IL 2 KEDLP IC UC BOMBED, 石英 及び 黒雲 母 あ り 。 REBILE 
BHAI AC JBPTAS ny = 7.538 — 1-545 に UC MAREE Anny 乃至 中 尾長 
BAns (LHS sOOM<, PEMA Bar =7.053, 光 軸 角 2V0°, 


aS) RARE Shh RHE SE, 44 4S 648 - 649 A, (1987). 
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多 色 性 X = pale yellow, YZ = dark greenish brown (2 L THEA 

る も の 少 か ら ず 。 石 基 は MACHA (LUE 02 Tb 04 MOREA, 

A i, Beis TERA, REE £ OMS 

AL ABER pc lt ZBO RG MBS eA L, AERO AK SW 
aor een Oo AWHILE 4 HL Rie を WO, REE RACHEL 
SAUEGHIC UT, AMM WOME LIT SC NBER O. Eee 
は 何れ も 母 岩 と 制 然 た る 境界 を 有 せ ず , ZS AON Mee eA Bit S 
MN Lo 本 岩 を 鏡 下 に 槍 す る に 深成岩 構造 を 時 し , 盾 均 冬 <5 J4B 1 FEO RHE 
_ 7 RE TER BE, 少量 の 石英 より 成り , MEK SIE 及 び 多 量 の 穴 
卓 石 を 含め る も の な り ( 第 辻 園 )。 

BES A LIAR ny = 1-545 —1.552 に し て 成分 は 中 性 長石 Anss 乃至 Anis 
LAA LOOMLS BPEEARA 2 HH, 自 形 の も の 少 か ら ず し て , Is 
B=7:640, 光 軸 角 ()2V 三 7o0° 70.0 Reka POtO E OMI LT ilen 
(ck {ERA LOW <, & fa X=pale reddish brown, Y =Z=reddish brown 
な のり 。 REO S Cb, FOMORBOERE Sc LIE MEO BBE 
JES DUE & ONE AMIS Rv > 7 Er AO REET &O 
Ok"? o 加里 長石 は 屈折 卒 低 く , DLENARLS UC RASH Ae BS, AR ¢ eR 

HEARS SLICE OME CMM LAS Lo RARIEREZ LC ABI ENE 
Ker せり 9。 これ ら EM LORRI ABA HEE YY =H (quarz 
monzonite) (3S LOOM Le MH 2H SS DMO EA MRA OKMBSS 
IS ELMO MAOA & O WMO DENCE RINE 22 > ZOU, APE HH 
AES & 6 OMGIS DORA ERR GIS BME OL, RUBE S 4 OD Z tat: 
は X=pale yellow, YSZ=dark greenish brown に UTAH HO 40 ¥#L 
CBR 96 

SW IL GE 0-6 KELLY, BRS HAR MR SHR ait hoke BL, 
(0001) OFA Lo ABB <, & AEE LS &Olk O=violettish blue, 


eu 


1) BN DARR, UE —, 岩 生 周一 , HL ME SE, 45 4B, 453-405, (1938). 
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E=pale violettish blue, pale green or pale yellow を 早 せ り の 。 HEMP IAPEL 
C93 S$ FUP BRT SS, HOKO LOKLAIR SG , HHREPRI SEO 
も 存 せ 0 り 。 直 清光 を な し , 延長 性 正 を 示し BEM R な れ ど , 稀 に 二 
He RS SiO Oo RARER WRI BRAT, これ に oe 
せら れ , LRA EMTS EDHV 6 


ZB LZ BCP E UGE 0.7 乃至 9.4 FEC UT, JE Vi Sri © DOIG 2 


= r= 
= 


岩 x 110 
Ee oie seems rina 玉 
GS ere wee sen ensinne Ze bh AY 


Lak ic Alpe 22 Ot: O o JETS <P EPH 9B GHC UT, ASE 
方 性 を 示せ り 。 i 中 多量 に 不 規 則 形 を な し て 存在 し , 特に RE 


母 の 周 遂 に 多く , BSRBEE I & HRMS to UBB 基 再 熱 作 用 に より て 生じ た 
る も の も 存する 如 し 。 
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(2) BRBRABAERASE 
Be PPEE BEB G Ruts SHEIK Br We DBE BEI 
ANE UC BEF IZ DCR RERD 石英 , 正 長 石 , SIE EO 成 れ 0 a 
BLE HO) — BILE SARBIAE (CC We 用 ひび 測定 せ る 結果 , BARRED 


肉 帯 に 於 いて 成分 , 中 尾長 石 Ang( 填 2V=829), RIS HAT Ans, (—-2V = 
第 A 


zit Se je lz les 産 e@ shi Se. 7a <x 86 
SA Ry va 


84°) 2AREY o REELS B= 1.646, 光 軸 角 20°, 多 色 性 X=pale 
yellow, Y=Z=deep reddish brown に UC—#hthifeA, eid Ay, $2 beak t 
THRACE O 。 

該 岩 中 に 最大 径 0.5 RE, Hel FE 3.5 RED) Ae 7 Ee AME Ze Ae At BD BEG 


1) Sens, 前 出 
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BV ESTEE Ly PHY 0-05 乃至 0-1 KORA BERD RA, SHEA, 
Re WROIERA & Owe SAE. RHE Ald BaP aS 4 OD 
ADS bs I— BIB SERRE IK OME SINO TT 測定 せる 結果 PIER 
Ay Anas 附近 の 成分 の も の な り 。 出雲 母 は 最大 0-4 FE BEA 8 DO LFA 
ど 同 様 に し て 多 色 性 X=pale yellow, Y 二 ZZ= deep reddish brown #4 し , — 
部 絹 雲 母 , RIE A> BREA BIE RG BAIL YO 。 

Gi Rah lk REAR ORE ORA DUBS FL, AR AS SE 
OVEN ES O 。 鋼 玉 は 最大 c.5 FE HK, de S PAT VUIAIAK, (APR eae 
Ofc SHEA, RIE PMOL OH OT, 時 に BHR 6S. HARASS 
色 性 O=pale violettish blue, E=pale green or pale yellow を 示せ め の 。 i 
JT BRAC 99 6 AIC % L, 延長 性 正 , CS: — DE BAR し , BE Th 
性 の も の あり , WRG EEE L, 叉 黒雲 母 , RS AR Le] SEIU CAF 
9 6 : 

JfhAlk 0-05 FEL POR AK 2 RL, IRR IS し て 等 方 性 を 示し , へ ル シ 
F 4 bChercynite) に 営 る も の な り 。 

a BMT oo fg RPAH Bet AAT BABIES 
sem ize, poco”? 日光 Ka”, KH He Basioiol 生 
ERB AP, JIL & © BE OBE RHA G du 此 等 各地 の SMR OD AER 228 AE 


1) @AL BE, be ESE, 1 4,099 頁 , (1894). 

2) Me, Wh Sees, 7A, 127, (1900); EB, is by 17). 31t—314 A 
C1910); AMMERER, It PAAR, EAE, 4 ADR IRIRS, 5 巻 , 214 頁 , C1930). 

3) 下村 新太郎 , FS 2—— 7 lie a, 41 8, (1911). 

4) KEPPEL, WAH RS, 18 48,132 貢 , C1911). 

5) FOUL, Fb, 23, 96 W, (1916). 

6) ke 人 —, PE, 32 &, 409-410 BH, (1925); 同 , BEAR AURIS, 39 
®, (1931). 

7) 3 —, WE SHER, 36 4, 539-540 HW, (1929). 

8) RE PR, 天 協 一 2 橋 際 近 の 地質 及び 岩石 , AEAGR mse), (19382) 

9) 國府 健次 , SESE HELE Sep Sahar, 5 4S, 91-92, (1984). 

10) 片山 倍 夫 , ( 訪 地 信 紀 , AFRO OGURA HTZED, 61-62 H, (1935). 
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ROM Lo 
1. Ahi et FP (= 産 す る も ゃ の, wert av ebep (cL Sav HO Eb b 思 は 
次 る る も の ( 例 ; AGA TEAS, Be ABIES) 
2. ペ ゲ マタ イト 中 の 紅 柱 石 の 包 裏 物 と し て 痢 する も の ( 例 , 須 倫 基 他 ) 
WEE SE L, HOR AR EEA?) ELS EO Bib 穴 


ines 


. 


3 
) 
4. Rye (IE S tu. IO AHO 20 Ch Mite) 
5. 雲母 片岩 中 に 産 す る も の ( 例 , HIT) 

6: @SSBbL IEC MR ee LCESS 8 Al Ae) 

7. ARBRE OFS 12 Bok 7 eM ARNIS S BO) Hil, HIE) 

8. FER ak tILMb a ORC KOM SRL キル ン フ ェ ル ス 中 に 産 , 
する も の ( 例 , 一 7 HH) 

本 報 文 に 逃 べ た る 含 錦 玉 岩 右 中 , 奄美 大 島 の も の は 鈴木 教授 ” の jl 
ALUMS, DN SAH OER IK KO MMS Gu, FERRET IZ 0 AE 
WO G2vte SSW — Rah — RE RE-AR GARY 7 tA OS stil 
寺村 の も の は 深成岩 中 に 存在 し 居る も, REROUR, SW, ah O JEM 
等 は 元 來 の 岩 此 よめ り 呈 出せ る も の に 非 ず し て 佐 土質 水 成 岩 を 同化 せる 混 生 
岩 と し て 固 結 せ る LOOM Lo REEL HEBER Ik tOBRLHO HERBIE 
fa © TRC 2 THE Lc OTK AP 偶々 該 深成岩 の 混 生 岩 た る 鋼 玉 を 含 
む 部 分 存 せ し も の な らん 。 PHC LEER RIC BS SHNAO ARM L 
居る も , IBAL O Raid MWOM ME RAO FRE & Pr EO LER 
43 he O) 17 4E Ze ARS Z LBED 6 SOS Le 
(GES ER tle 10} 


1) ABS A Ho 
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OF 9 


PRERKAKS HHA 


ms TE TS A BD 


if a 
AS) 2 ALEB= RABY UO MORERE? に つい て は , BLL 
i MEN 
TCiABBCHADEMAMS ILEFAZOMLOGBOANTCHS. CORR 
AAT RB, ELF EVB ~a~ATHE LEI, SDH TMEREGM SE 
し て る ゐ て , WED 6 EBM AMBVEOIE & 256 BM Le 決定 し 得る 
INS, 良 結 品 が 稀 に し が 得 ら れ な い 。 LD Ls ithlt KODE A (zoo) 
及 (00l) を 持ち , AMMO TA SAL OMALELY (HAOBS MLSE 
全 に 等 しい) 角 を な す 二 つの 面 Coro) と (120) の うち , 前 者 が 後者 よめ 
Si ks BET So M hedhls Ghd (zoo) の 方 向 に 板 然 で ある 。 LOB 
PED 2 OREO S STO PAIL OU CHER S206 ¢ UES S7% GIS 外形 
OBE K5E42 Oss dn fel te Cb, この 特徴 を 手がかり と し て, aa t SdH 
と の 角 を 決定 する こと に は より の , BBY AML BM IRE StU KB 
位 決定 に 利用 する こと が 出来 る る も の で ある 。 
fA. BEER KARO WS CHF OK An = 57804), 
mB tr で 率 
HB ALLO 5 ttc tiguD (ROA ih) OWE EO, この 面 の 結 
2 ae SUT BRAVE FINO TC, HT AS 2 AVE U Keo 


1) 38 ABET Ba BA C934),267, CL EE, ADs AAR BRO RE 
MR (1935), 183 ~196, (片山 信夫 , PAW. 
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a 1 Th my OR OR me ig 180 
CO RTRISKO IH OCA Z- 
ORNL ONS 
B= 2629 
= 1.632 


CAS Y SIE B eG I, 
2V = 38°06! 

CHA. 
FEO i. oe 位 の 知れ た 


iG i Ic NIG PEABO) BA AK = DA TC BUY) FEY: 
fill X の 位置 に 


近い 人 工 の 面 を 作 め , 測 角 し て ok 
De iet e 


010 


100 
光 BM 方 位 


WOT OIE it, BB SO PBCHS HSS 


f op" = 88° 25" 


P の 位置 
ly eg, 387 


ig 181 Bo. 98n A 9p oes 本 14931) 


但し 2 yf IERKOM < ED Se 
D0 = OVO OC Co = 02 00! 
ogi =90° oo! 
COW IL ICHBEI £ 0 OU, POAT L RYU LOIKMOME ¢ OFM 
を は か り , BIB PIC TAD EO IMO P_hic AU Swe zoo 面 の P 


S = k 
P y 
x 86° 29/ —121° (49! 
yy L176. 28 =a) 59 
Zi 90 23 E34 Sid 
Ox 87.03 ALO lg. 
Oz 86 41 —140 28 
2V=38° 06’ 


HO EDKLORTHAMVE LT LRUEOD デー ター HEL, 光 軸 角 の 
(ER IEBAI ILD p! yg! %, MILE TATA INO TC SES tlds BRKO © 
結果 を 得 o 
第 憲 園 は 三 狼 唱 系 と し て の それ に それ ぞ れ 記入 し た も の で ある 。 

iA y A 

Coro} MRK S SDMMOM I EO, Late eR BE INO T, Coro lat 
に そ ぶ 方 向 の 清光 角 を 測定 し た 。 

LOGE, TERE Lorol ABS FATT IM OM ILE BALE OB ED Lozo〕 
KODAK leis PIL UT 20 VAN CHAD, Lir® Coro} (c% 
ADE LK CAE ORR MNCS THCY Ae KO AGE A fel & Hee 
SRULHMHKOM OC, 〆' の 計算 に 用 ふ べ き 屈 折 卒 に は 近似 的 に ぉ の 値 を 
PRA UL Ko 

千 注 光 角 は すべ て ozo〕 HRAG SAM JEL LC, MMOH bok 
の で あつ て , 清光 角 大 な る 位置 は , その 決定 困難 で あつ た 。 
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第 KO ® 
| chet SGI TSR AA 
| go 52h 3°46! go 41! 
18 08 Croat: 3 26 
| 27 18 wel qa 3. °20 
| 34 2 45 3 19 
| 43 31 2 14 3 23 
| 5247 gam oT =) 1 6 
| 62 05 3 642 3 af B8 
71 88 4 682 4 43 
80 39 5 2 5 48 
85 36 6 RE, 7 06 
94 54 f2. 18/¢. 42 
| RETO 84 09 84% 107 
115 ‘48 88 29 87,1. “48 
120 20 RT 89 55 
125 06 86 «19 Sh, ae 
129 «46 83 2 84. 25 
134-24 UE 10 78 25 
151-50 11 36 10 O7 
161 00 10 00 9 30 
ON 5 55 4 BB 
NN 02 4 08 
結 aa 


SPB OU Cla BIEN. BS 2 REO TAME AI は な か つた が p> ン ッ で みあ 

こと 用 光 軸 面 の 分 瑞 の 小さ いこ と 等 を 注意 し た 。 

終り に , 御 指導 を 賜 つ た 伊藤 先生 , 並 に 片山 講師 , FABRE CPEB Sg 
CES ir A EGR BRE ) 


Ei LL PAE CNB SBE OE HIRE EDSON SEED es MS Bage 2 Huy ETH 
Arar es Fa Clk, EIS CORA CL BA ERKBRBA GRAZIE 
で あぁ ある か, MEORROMER ORI L TEC DBD: HEIRESS HERO 
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附近 で は , BS DYE OFS IS, ote. 0 BES AC Eb WEIL Bhi CLD 
HEIL ORES § OCB) 5c 

ATS CHR S SPIE, LEO VEBCA AE BS BETS IE 2~3 KO peg ee 
BISTROT Fe  , ARPES DY Pe TER RCE D>, BERIT Hc oe 
SF OB ORES CML CH So TORS RUBIN LER OAL 
TES) EFON PHISH So HIRED b LC, EH ICTARCE OSE AL, OR 
BEC hea SIT TCDS, A OPES A Ce PORK WR OUREDS CC ICE 
れ て , こ の 様 な 硝子 質 の 岩石 が 出来 た も の と 考 へ られ る 。 (HLA IRD 5S~6 丁 下 
流 で は , 既に 存在 し て ゐ た , BaBMB7E IT glassy に な つて を る 流 紋 岩の上 に , KOR 
次 岩 が 堆積 し た か の や うに 見 られ る 部 分 も ある 。 CMA 

mE RARZWBR ALISO MAB L OPE 4km, JRE OM 
6km に 位 し て , WHO RICE 0, その 間 自 由 に 自動 車 を 通じ , 交通 至便 で あ 
Do Wild fa RAAB © Pasig 0. 同 郡 下田 , 同島 川 の 雨 村 に 路 が 9 , ERIM 
大 森 市 街 地 の 西 隣 城山 の 西 背 側 に 位 す る 入 幡 藻 詩 の 小 丘 に 露出 し , 更に その 西方 玉 
DEO—-MPICIERT AW 

これ ら の 丘陵 は すべ て 主 と UCHRAMAKUt OBRRS ら か 成り , た だ その 一 
ADA NIL IELL D PEC BENE IE SHARAD IRIS C, TERR © BY EAES 4D RIY, EO 
PRADO SICH Clk, 5 <2 RABE L, SY OWA IRA SERA 
RO De OD eb IBD ILS 

BLO TEMA ORS 4 Dt, SAO HIMBA LY, FANT ONTER ED ZK 
泥 石 の 集合 と を 認 む る が , BS MLDS OF DRA, HEL CBAC IE 
せる 長石 と , ABE ORIEL, 特に 確 脈 附近 に 於 て は 民 々 多量 の 攻 鐵 護 を 礎 染 す 
る と 共に , MICAS BMETS. EL 石英 粗 面 央 も , 一 部 は 白色 塊 駄 で ある が , 一 部 
は 角 嘆 構造 を 呈し , 且つ 往々 球 化 木 を 含み , その 少な く と ゃ も 一 部 分 が 紅 克 岩 に 局 す る 
こと を 示し て ゐる 。 (AL ItLE Ke ABLE RIC, RIE AA Ic ARE Oth, 
DDDMBNME +E A OBR CIRM 6 1S 6 

PEW D Ere S 4 OlL—-(KIN LC, 地表 に 於 て は NOOCE の 方 向 に , AMO EO 
PEACE eB wa &, RIT © PLE, PLEO AR RH OB Alize 54 OOK 
TUG TERED LO PASTA IRE CIS, 幅 約 0.6 m OB ER L, CORB A 
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脈 に て 了 月 結 せ られ , PIC OcHRA EEL ICIE< BRT S.C OMASHOMMA’S, 之 
と 大 帳 下 行 な る 制 目 に 深 CAR TIL © SUE VQ CDS 0 し か る に 地下 に 
下る に 従 ひ ) HIRE OBRUR A: 0 FAICIBEA , ANRC IS 7B ARE OTL Fe <I O BME 
著 る しく; BIER E UCHR ON CHSDILI OMPICBT So ご れ ERMC 

ISL BIE PARTE [Ge REL CHI LEAL OG HE UCHAICSHL, 上 上 
NM OBA &, FREMMOTERTSRE & LC, MLAS, 往々 鏡 肌 を 伴 な び , 
NIGH 1m 肉 外 で ある が , 所 に より て は 複雑 に 分 岐 し , HIE 6 m set Bo 現在 既に 地 
表 の 直下 約 100 m, 社 島 盆地 底 を 下る こと 70m IL CH SAD, な は 大 部 分 酸化 し 
て , 褐 鐵 礁 に 汚染 せら れ た 石英 質 の 礎石 を 主 と し , GAY 10g/5, 銀 40g t Ape 
含有 し , 稀 に は 了 肉 妥 的 の 自然 金 を 認 む る が , 常に 極め て 細 粒 で ある 。 

この 外 主 要 礎 床 の 南 東 約 300m の 山中 に も , 露頭 と 認め られ る も の が ある が が , 未 だ 
充分 探 確 せら れ 。 

BUEESST A 2 ME OAL MIDI, NOOPE 脈 に 深 ひ て 之 を 西方 に 叶 通 する と 
共に , ZL) ICH A Se ITC EW PRISEL, 3 HO BGIC L b CHALT 65m 
に 達し , 之 を 東西 に 掘進 し つつ あり , PRS Z LICH CSE OFS D RRR IS OKIE 
癒 秦 し , 来 面 銅 板 を 流下 せしめ 探 金 し , その 排 泥 を 金 綱 に て 被 へ る 坂 の 上 に 通じ て 決 
Bit 2 I, FESR TR BRIS C CO ee FG, PEAS CBRE ko URIS COIR LI 
SiKVE & SEC, ESAT LARA ISS OD 90 FTCA L, DURA MEMS ha 
に 透 つ て 探 金 し て ゐる が , COGEP PRRICBT S PLC, 近く 一 層 探 金 和 能率 を 高 
むる た め , 新式 製 錬 場 建設 の 計 書 中 と 閉 く 。 

Aral (SHERRIE DO ES ICL, SEREAI( KABA 10 41 10, 791gr, 銀 39,502gr 
fe 36,050 [El C2725, 同 11 年 金 約 16,000 gr, 12 年 約 20,000 gr Ir HIT し , 最近 更 

LAA OMICS 0, PRO, 製 錬 共 に 大 振 張 の 計 書 中 と 笑 せ られ る (昭和 12 年 
8 月 28~29 HMA CBRE 
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EATERS LC, EAR IS SS 
p- oF Be almandite-spessartite series |< [i L., pegma- 
Reed ee tite garnet の 特徴 を 有する と と を 者 摘 そ 
| yo CAm. Min, 23, 101~103, 1938) 
Hi 3 R tise as 
CAL HRI 


5507, BOLE & EMRE 
Wright, W. I. 

Baek 現在 まで に 敷 多 く な され た る 
PPE @ ZTE R ek L, ABN を 


その 産出 其 態 に より て 分 類 LIE OBA | 


を 見 出さ ん と 試み た り 。 疾 税 石 の 主要 分 


ai | Pee | BR 
4 fi OS | i | on | OH | oe | 本 
| #2 | te | He | He 
7iy Ze) Ae Ts alae a 
RFRA p47 41.8 
46 ii  2|36-0 | 56.8 
is . & a 30.7 56-4 
Beh ha 6.0] 13-8 75.0 
ah py po ee 20.7 20.3] 53-6 
fo PS as 18.5) 37.4! 39-1 
Kale 9.0| 72.3) 13.4 
BOS pie 
種々 の 基 性 岩 |28.7| 20.7 34.4) 15.6 
AREBAA, (51.5 40.8 


FO PY EE AY IC METAR Fe BHR 
32. Hl LoCAm. Min. 23, 436~445, 1938) 
CA 

5508, Nevada Jil Ely 附近 の 流 徹 岩 
HILPILES StHBA Pabst, A. 

#5 =A BCA OA % BIKA IC 
glassy quartz & TEC BES SPAR AIC HET 
FEAL EL, 比重 , PEFR, TAS を 測 
FER VY 5, MILI IL ERR IS 
PARE AIL ae OIG DS VY, MLE te S tht 


| 


| 


| 5509, Pennsylvania }i}\| York Coun- 
| ty tha 


Stose, G. W., Glass, J. J. 
標題 の 地域 に 於 ける Harrisburg の 南東 
6 WHO Tb Bice Ae S Triassic opted 
VCXO ICMR A © RF ih & BE 
す 。 AA ILMB ORBEA IC KY Bi & He 
けた る も の に し て , BEST の TRG HERR 
WMIC LY Bi t te UV ARB O CaO は 
SiO ぅ 並び に FeO 24 UCR RAE 
REY 6 EDI OD APA % ZEUS CP 
RB ti LSRAE To 

PAIR A A= lcm~2cm "に し て ; C211) 
LU PSMA SILAS, HE wS.6, WE 
6~7, KNIGHT EAD し , H(A BUAREB Ct は 
A fa, TRS ROUT IC CAH 乃至 BE 
BY, CHEW IC LUCHP PER 27 
I< CHWS S ICH ih OP PLB SSE Be SB 
HE RAE te dv & OBB (Sd BY EI TE を 
示 LASHES HROMTO 
RPA n=1.886 を 示し , 複 属 折 性 LA 
する 部 分 は n=1.865 複 屈折 約 0.003 を 示 
4¢ 0 4 (Am. Min. 23, 430~435, 1938) 
Cr A 
5510, Adirondack hARKOKA 
Miller, W. J. 

ARETE FBR x New York JW, 北西 
Warren County に あり 。 HE UCHAF 
MAIC LT, DED Ca RU Mg を 含有 し 
RAOKERUBWELATAL SFA 


抄 34036) 


a Ft Hi wh KK 


i 186 


多く , KMLAAL し て KBB S BO 
te U5 地域 は Pre-Cambrian の 品質 石灰 
4, Bea, AOA, Hite BU BER as, 匂 斑 精 
岩 , BEB, ARTE hid a kV RY, BRR 
OBE WARIS HAS VC, 15~2 Moe 
FLEA L, Wa PICFAT SOL, 
L~L REALS DIANA Oe 
2 Ai LARK eRe BIC レン ズ AR 
EI LCHEMSSL9OL SV, WHOM 
Hi FIL RY Bee RAS BEM a NBA Loc te 
BLBME IC (SAME LES IC ALR b LE S 
も ゃ も の に UTC, RH ld BEM GO 周 由 部 に 族 
CHINA BIR © FS 0 8 AEN & RF 
生 ぜ られ た る も の な りり 。 (Am. Min, 23, 
99~408, 19388) CAF AD 
5511, ARORA SH), BAAR 
ROBBERIES IIT GRR) 
( 其 の 9) BAAR (2D HHS 

本 編 に 於 て は 先 づ basaltic hornblende 
L MSH Fa PN 71d DIES EME L, basaltic 
hornblende (23 Ay47#h% TiO ,-FeO- 
Alk BH lal icy b, RIC FARA A AOA 
TFB HEI UC @ Fh RL & Ke し , basal- 
tic hornblende gs iB{h wW-—7 w 4 TPA 
SMOLS SAELFAMY VIE basaltic 
hornblende & 同 源 岩石 砲 に 産 し 成因 的 に 
BREE te BA > の ある kaerstite 及び barke- 
L DEAS 億 を そ て 吟味 し , 終り に 
それ ら の 名 稀 に 就 い て の 注意 を 附 言 す 。 
Ch. 45, 552~565, 1938) CALFED 
5512, California 川 Lang RRM 
Veatchite Switzer, G. 


vikite 


Veatchite CayBoOi. 2H2O は Califor- 
nia, Lang より 産出 さる Howe. B 


SEA SRICHG し , HUIRET-NOMA ay = 6.72 
A, by =41.264, c) =41.20 A Ic Uc, & 
ih Fh (x B=67° te Yo BEPAIL {O10} Ic 
完全 , (001) KREZPIK UC, BE H=2 
比重 G=2.69 to SHES PELE, 
ane MEW it Z sc COOL) = —38°, Y=bC010), 
wat a=1.551, B=1.553, y~=1.621 
(+0.002), 光 軸 角 は 2V=39° to Fi 
灰 岩 及び へ ハウ 石 中 の BRAC CHEUIR TD 1S 産 
す 。 John A. Veatch Howe iit UT 
r% XE VY, (Am. Min. 23, 409~411, 
1938) CK RI 
5513, Cornwall ZORi#M Russel- 
lite Hey, M.H., Bannister, F. A. 
Castle-an-Dinas Hf AMR IC Rag & 
L CHES 3 AML IEW RK Dia 叉 は 
Din に し て , a=542+0.03 &, c= 113+ 
0.3& 70, HRT id BigQO3. WO4 に 
WOE MARRRAMIC LO, タン グ ゲ 
AF YURERICIES 9 BIL OH ih hE 
JEEWIGEL, BHL タン グ ゲス テン 原子 の 
位置 を 決定 し , 酸素 原子 の BR OS 位置 に 
REC IL AO OW REM EAT KE VS 終り に 
Rassell JG 2% Russellite” o HEYRRU BAER 
iP I HEC HEAR YQ (Min. Mag., 25, 41 
~55, 1938) CARIB 
5514, Adamov 産 藍 鐵 Pelisek, J. 
筆者 は Adamov の Masarykuv les jc ff 
(F 3 EB OBMIK S 3 REM BARR VS 
AD OAM PISCE WS StoistKI 
3 へ ~5 FEORRIKA & ERTNED, BRC 
AS SHFICIL FF ICES, 純粋 な る も の 
の 分 析 結 果 は MgO 0.57, .CaO 0.85, FeO 
37.20, AlgOn 0.31, FegOg 4.27, CO, 


Ha 187 fb 


a # 35037) 


HLM, P25 27.25, H。 OC—105°C)14.37, 
H,0(+105°C) 13.18, Rr KR 1.42, 
total 99-42% tp Uo MEH BICAPEYO 
PRBS RET BES, MEIC PI B Hm 
SmI B CaHPO4 の 影響 を 論じ た り リ 。 
(Priroda 28, Sep. 1--3, 1935)(K#R) 
5515, Cliftonite の 再 研究 Hey, M. 
isle 
Cliftonite は 1887 年 Lazarus Fletcher 
IK U CHB eR OSU & UC aE 
we bALE SH Vo ARIZ ERRO 


MS LS ARIES LL, KOS | 


il th AUR YRO ROB REBT Vo 

筆者 は X PABIAGE | (KY C2 EHH L, 
Fi LIER Sc, Cliftonite AH BOR 
像 な る こと 確認 され た り 。 (Min. Mag. 
25, 81, 1988)C 大 森 

5516, New Hampshire }i] Ruggles 
PEWS S VIROBMIARE, 結晶 形 及 
び 化 召 成 分 Shaub, B. M. 


New Hampshire, Grafton Center の 
Ruggles FRUBOMY 7 v HItEE UT 
AAA b LEPRAKICSE A: LT EM 0 
NAIC LH 747 PRI Pic we 
し て 産出 する こと あり 。 BETRVUEK 
Acs 2 7 VRC HDS US Hh 
面 (⑮33 う を 認め あたり 。 DHT RR M Lo 
REAM DE 054%, SIO» 0.80, PbO 3-63, 
Fe,03 0-66, AlgO3 0:44, MnO 0.09, 
rare earths 0.2!1, ThO» 0-43,U308 90-06 
CaO ()-81, MgO 0-17, P20s5 0.16, S 0-04 
I1,0()0.73 kb BG ~~ 100°~1000°C) 


1.74, total 100.51, Pb-U }kit OCLs 


LC; ZEVARMO#RE し て 30,400 


USAR & fF V oCAm. Min, 23, 334~341, 
1938)(K RR 
5517, Arkansas ji] Magnet Cove 
#E Taeniolite Miser, H. D., Stevens, 
RSE. 

Taeniolite は 極め て 稀 な る Li-Mg Se it 
に UC, 1901 年 南 Greenland の Narsar- 
suk E> % DIC BEC RAD CHER S Le Vo 
eee (x Arkansas, Magnet Cove 産 の 
taeniolite  }ysh PE Ey, 4b Sb Ray RU 
Bee L OBA BIC MC keV, ARBEIT 
Rete Mit A HIS LC, REE LST 
Beh, E— WEIS し て , HME, BAK 
は «= 1.522, B=1.553, y=1-553 (HCH 
0.002), y-2=0.031 % 0, EAD HE 
果 ILROML, SiO5 58-82%, Al,O 
1-29, Feg0s3 0.40, FeO 0.24, MgO 19.18 
LigO 3-10, Na,O 0.64, K20 10.44, Ho 
O © 0-09, H20) 0-59, TiO, 0-11, F 
8-56, total 103.46, Zk USK L し て 
KLiMgoSi,O0 Fo を 得 た り 。 BEI BK 
ICKY Cis, ABH REI y y BH 
& Some YS (Am. Min. 23, 104~110, 
1938) (KI 
5518. WANA OSY bt b 
AHH ARSE 5 

本 報 は 山形 産 ス ント ナイ ト と その 成因 
IC HEC © FS DOHC te VY EMM IL UR 
PAB TORY IS LC BE A RTE 1a AE Ge a 
Ky ETE SABER, & 7 7 b ARO ZRES Vo 
eI te SO % ABEL, FORE 
的 組成 は HO -20.05, Hy O04,7-49, SiO a 
61.46, Al.,Og3 21-74, FegOx% 2.63, CaO 
2.44, MgO 3.30, Alk, 0.91 IC Lt, Xv 
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トチ イト は 吉乃 至 中 第 三 紀 和 粗 面 安山岩 質 
WENCH 2 BS SAC TA BCs a 5 EI 
IRE OPABIC EV TAEELEOILT, 
SY RHA PEER ULPERS He S SEM BRTE 
な る 如 LoCK AAS, 46, 279~285, 
1988) CAF) 
5519, 山形 産 ベ ント ナイ ト の 成因 AH 
Lee 

wit Ay bret rRUFZI-“A>T 
— ADERRVIKRA IC BAS 3 SCR 2 1B 
Loe O¥e AIC BS VY, BPR PERIL te 
及び ペン トナ イト 化 反 應 は 共に た に モン モリ 
ョ ナチ ナイト を 生ずる MEIC UT, WE Dose 
酸性 岩 質 球 間 の 中 性 乃至 微 ア ルカ リ 性 水 
深 液 に ょ る 水 和 反 應 を 正規 の 反 應 と し , 
PAZ IC PST 2 BABY DHS IRM 
REIS UC, SEW ICP BKB (200~ 
300°C 2) RR E UC REEMA 
“SYR BUIL MEY UC SET LYS BOK 
ie SE? Ah > NRZSEVVE @ BEER (SEL 
UC BCH © RF DEER SE © RFR ICBA し , 
SERIE = OPLIE SHA id KMART 
土 と な る 。 HULRAPOMORTL © HE 
は 常に 必要 な る も の ト く 如 し 。( 大 日 本 守 業 
46, 404~408, 19380159) 
5520, Clinoenstatite, clinoferros- 
ilite, diopside 及び hedenbergite 
BhOrMBIEA Veer, W. A., Wager, 
1 Be 85 


Wh oy ok 
bin SF its 


東部 ゲリー ン ラ ンド の Skaergaard Ha- 
lyoen intrusion k ) 72k 3 iO BLA 
HORBT RAO AMES £ ATO 
clinoenstatite, clinoferrosilite, diopside 及び 


hedenbergite 系 中 に 於 ける その 位置 を 論 


eV» (Min. Mag. 25, 15~22. 1938) 
(渡邊 新 〕 
5521, HSU Re AR NRK 
本 邦 に 於 いて は 未だ 黄金 入水 上 口 Gold 
quartz う の 産出 を 聞か ざり し る 今回 芳 硫 
WIC PSV CELE BILE HOM GB 
(d= Ldcm 乃至 2.5 cm BROOME 
WIFE It 乳 自 色 種 に し て , その 肉 部 に 展 
fwd CARL te BUR BRE EWS GL, 
AF S,OMV, BEORBAKMAK 
fa anermb as & EC BRU IC SL S ave } 
LOK LTC, COMMA HR eEEL, 
A> Te, TESTOR, PS MeO TR & SEIS RHIC A 
PR RAPS LBV | DERI ILI Jem 
脈 の 中 に は BEX IS Ail YC, eA IK 
AAI EEE D ZY O— DIC EX'S te V OE 
(SIWAES, 8, 137~138, 1937) HEY I 
5522, XM#OMBRAAH¢CRMBER 
び 地 の 友 射 へ の その IA 
J. 


‘Buerger, M. 


Weissenberg ‘#4 i % JI) O44 a HERE & fF 
Mt SBA «MMe tes X 線 の 結 品 表 
面 反射 と 透過 X 線 反射 と の 間 の 臣 別 を 喉 
か に し , X BR % Malet li CL eet ic Be at 
する 場合 と 斜 に 授 射 する 場合 と に 分 ち て 
BR AAR n RABI D8 CHEMO MA 
i & ATF B Hi hhO Weissenberg fh i o Ay 
種 の X 線 反射 の フイ ルム 上 の 分 布 に つき 
CMLMRAY te HERA EL UC FE ASR It 
ROO OWNER LAT, 即ち Weissenberg 
AEP ONO MICS SHIEK AO 
E TOYH ANIA > FAB WS BRIM Te BBA Weis- 
senberg 投影 園 が その 反射 濃度 へ の con- 
tribution の 革 園 が 分 た れ 得 る な る べし 。 
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6 #2 3769) 


Weissenberg "in bah 2 Bb 4p a Zp APic 
ECW) SLATE & Wm ALS D 
條 件 の 時々 生じ , SAIL ALFEIC AS 6 
地 の 有 反射 は 光 崩 的 測 角 研究 の 際 に 結 品 奏 
面 ぶ が 過小 な る か 或 さ 不 完全 に 過ぎ る 場合 
の 助け と し て 用 ひ 得 さ U。 CZ. Krist., 99, 
189~204, 1938)( 高 根 〕 
5523, 明 栗 石 に 開 す る 研究 AV) HI 
fF 

CARAS 第 三 報 た に 於 て , 結 品 水 の 
ASBUE & 測定 し , 分 解熱 を 決定 そり リ 。 本 
PIC BS TL BIC BB ARIK IC BE te BH 
We — OPS, BE KU AK 温度 迄 上昇 せ 
し むる に 必要 な る Bos & hn 37, rh Bee 
ate AD CHES MEV HOW AT 
LADD & LI, TAR U AO = 
分 ち , 夫々 完全 に 近 き 球 塊 に 依り て 測定 
せる 結果 は 談 の 如 し GZ Mab & Li. 
0°C~200°C oR 0.263, 0°C~ 
300°C mB Hz hb et 0.282, 0° C~400°C の 
平均 比熱 0.299 CBE MR, OCC~200°C 
OFLA 0.242, 0°C~300°C の 平均 比 


00°C} 300°C} 410°C} 500°C 


bo 


Hh 0:262, 09C~400°C  7E Hy HEH 0-281 
Gi) AAR, OCC ~2000C の 平均 比熱 0.227, 
0°C~300°C MBL 0251, 0°C~ 
400°C DBI kee 
Moi kV 200°C, 300°C, 400°C 及び 
500°C IC PBF Si © LE & GIS KY T 
求む る に 表 の 如 Lo 


0.272, 此 等 の 平均 比 | 


MEIC SHI YS TH fh KD AE SAME AS — 
SAPRIC SES SHARES 510.8°C HBr 2 BY 
か と な れれ り 。 HOtCMin (lec) ょ り 
510.8°C ELAS SIRS SM ERY 
SK, OMBDD & LR, lg OBRAIWL 
157-8 cal. Gi) Aeigk, 150.7 cal. Gi) 各 
BR 146.4cal に し て , BMAD = Lpope 
JRE IAK IS BBL te B = KIVA — lk 1g の 
OA EF し 1668 cal な リ ぁ (理研 薬 報 
17, 553~565, 昭和 13 年 大 森 
5524, BRB ICEAT SHISCV) 
Fo 

WARE A, ICO Ba TP OR RU 此 人 等 に 開 係 
VRE PRY Mit BIRO ROL, 見 掛け の 
上 比重, FLU PRAGA BO SSE 
Dif DAME ICH THM kESROKLT 
AS &ODRMRLRO MM し 。 

C1) Role, EROS Cali dh 
2.78837, ja) CGR DD & LTR) 2.82450, 同 
Bae = 1D 2.86318, fal Ca REAR ih at 
LUD 2.7866 ACHLTH) 2.71012, [Ca 

2.66676 及び 2.64669; 4° > AWE A 
CREME ML) 2.79860, [Al PREDR) 2.711383, 
WRG WS Fy GSM) 2.73232 

C2) 見 掛 の 上 比 里 。 CA 

ih) 2.69068, 同 CG 32> & bE Wi)2.7177, 


Be 


| fal BRA = EO) 2.80380, 同 ( 別 種 題 品 


EWE) 266364, AIC M)2.66634, 同 
CBDR) 2.5500 及び 2.4986, = AAAS 
APSR) 2.4473, RIEU a (普通 
BE) 2.66363 

(3) FLA FREE WIS Gale es 
3:50 (age oS = EB 3-78, Aaa 
& EB) 2.08, ae ge 
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FUR 1.62 CAB) 4.38 及 び 5.59, 
AAW HORT) 9.74, BRE WBE 
AiCFESEOR) 2.55, FE IC WY BEA © WEAR Be 
CH SAO Ih Ro Mh kV AKERS 
用 察し 詳細 に Tk NK YU GA ieaR 17, 
566~593, 昭和 13 年 光大 株 〕 


BaABSRKUS 


5525, PIRES <3e Mess, H. H. 

IM 3 MILE A as aR 2 Rb te 
し て 其 初 成 硫 物 の 集積 た 依っ つて 出来 た の 
Cio 4k ( , HEHE BR Db OD 産物 で あ 
SPRUGHORR db BILIL3— WEB 
FG (3 AUER D REA KK te 3 ALD 
DG D BSE Liew WIC £6 TEES 3 


Me, ISK te SRT BO EA 


BET MAR HEE LOE RU, 
Cuba 及び Newfld の 例 か ら そ の marginal 
facies ~~ effusive equivalents の な ues, 
FLD ORD Dix OUP ZT し , 
PKR RNY HE IC BA LC HRA & 
MgO-FeO-SiOg 系 に 更に HygO な る 成分 
を る も 加 へ て MYL, WW ic Kas «HE 
か ら 分 化し た も ゃ の は WE UC, IMO 
L ¢ SBR & de te HUI IS HST S BE > AE 
JM % isostacy anormaly Ma%~% Adc 
tectonic or PbRWe FLEES 
35, 321~345. 1938) HL FED 
5526. モン タナ 剤 Libby 地方 の 石英 モ 
YIFA FRORDREBS ICT Jenks, 
W. F, 


(Am. 


Journ. Sci, 


EYAFIMNOBILMKCRARUD ES 
ょ り 成 り , 4S UL Pas S Belt Series 


(Mesozoic) HOT, HPC TORRE, 
1% KGB BIC ELA Le BRS V, Dry 
Creek & WOM Me EA~ SEMA, A 
KH, FEF 1 Z bE & P55 

a s 
U> DS [ae EET IK YES 

BREA EAI UT & し て , 加里 
長石 , A, BBR, 及び BMRA e AL UC 
Ke; 0 ILE OBA Bit Nelson 及び Idaho の 
BEREIK IAI BB OD EFM UTHS— (Am. 
35, 345~369, 1988) CHL BD 
5527, 3a Schwarzwald= Bees 

Weyl, R. 

Sauer 氏 が Mooswald BE LRRLES 
岩石 は GMO 岩 種 に あら ず LT, 
Brandeck se k 0 BUKBL GH VEIC 1K VC 
生じ た る も の な り リ 。 こ の 被 色 作 用 は 絹 圭 
母 化 作用 に 開 係 あり て 後 火 山 の 炭 酸 ガ デス 
RED LAKOUEMICKY IA 0, 
し て 絹 雲 母 化 作 用 は 本 地域 に は 魔 く 行 は 
tL NLD AT HE ALIS BAG BES & Ok C 
PLC MURR SHB SReERS. HK 
BIC RA KMD FF WEL IC BE LC ALES 
陵 土 化 作 用 と 孝 ふ る 事 は 避け ざる さか ら 
3", (Zb. M. G, Py Abt. A. 193 ~201. 
1938) CHR) 

5528, 南 カ リフ オル ニア San Marcos 
Mis ORNARU MRE — Miller, 
Peas: 

本 地域 の BENS CHE, BR HLA BE 
aR REBAR RO = IKK = 
れ , AA AIT SE i, HER BRI kV HO 
に 分 た れ , BLA O IRR (4 $4 PS Fi BEE 
THR TER © TKK (6 FATA a LEY 


Journ. Sci., 


48 LOL yb 
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Mic LC, MEAT L 輝石 と の 反 應 に ょ り 
て 大 部 分 作ら れ , 叉 粗 粒 の 線 神 色 ポイ キ 
YF Y TIAL EK 原 成 春物 な り , 又 
繊維 舌 の 青 線 色 角 准 石 は 晩期 の る の に し 
て 水 熱 起源 を 有 す 。 又 本 岩 に は 下っ の 初 
SoA RS BETES b ENS AR A HES, 
HaAK BEE, GSK REE, SR AEC LC 
SE > ESE IL LC EO WY OVE @ HERE IC TE 
bar, COWRA BIR PEAK CHES 
れ , RANA ODAARIC KY CT 示さ る ト 如 
( BORO 局部 的 差異 に 開 係 し, 更に そ 
の 物質 の 最後 の 移動 の 種々 な る 形 欺 に 開 
{43 (Bull. G. S. Amer. 49, 1213 ~1232. 
1938) CHR) 
5529, コロ ラド 中 South Park DEA 
HR HBAB Johans, R. H. 
GRBERBRGHARAO AK, Aik 
が 本 地域 に 低 洋 し , そ の HAI ASO 
HARMAIC HV, Bb その 時代 は 
Laramide な らん 。 Hane ag vilika 
LWEAL OM ORAZ aMIC 
i LAME: SIBHR NL, UA Aa 
は 場所 た 於 ける 分 化 作 用 の 産物 と は 思 参 
LET. MIEZLFORAK LERMAN 
EXEL, HHL FH vy HL, HEA, = Fe 
HABA, Both RE, SWOMHeH, 
WEIR A, FWA A, Bak AH 
Ai» RABE Ti, & % Boh, Bee, FATS A 
SEAN LEAL CPR 
SL, MECRG ST ra) REM SG 
LARO¢ WEAR SREMT HOS 
eT 2 Hh (LC RR Oi wh eZ BD, 火 
BE OBE & VY IK BOD HE ~ © I] 
b> te S eRe ( UCR SIL ZHEOR 


入 に 佐 り て 示さ る ト ヽ 最 も 著 し き 特徴 に し 
Ty 之 は 一 方 に は 火成岩 , 他方 に は 岩上 脈 と 
の 間 に 徐 接 な る 成因 的 開 係 ある を 示す 。 
(Amer. J. S, 36. 8~26. 1938) CHEF 
5530, SUWPRES bY PT ORB=eAW 
38 Edwards, A. B. 

本 地域 の 第 三 紀 火 山 岩 中 新人 火山岩 列 即 
ち 人 鮮新 期 よ り 現 代 に 至る 玄武 岩 質 燈 骨 及 
アル ヵ リ 燈 岩 は 南西 及 中 部 の 大 部 分 を 形 
BF o MWB AIC 古生代 層 , 下 部 石炭 
紀 の 花 議 岩 及 第 三 紀 玄 武 岩 に 工 別 され , 
火山 岩 は 岩石 重 的 及び 化 皇 的 方 面 ょ より 分 
FARA KD BHA OP DHL IFOF Vo 
燈 岩 の 種類 は AMR, ev AS W 
7, AMS, SOS 長石 粗 面 岩 , BR 
斜 長石 粗 面 玄武 岩 , SUR A DRA, IR 
BR KKA, 中 性 長石 玄武 岩 , BREA 
SCA, BOE A OH A KE, 
WEA, 77H} WAI Lt, LAS 
BON 4 SRE BE GH BE 2 = 
7 A>AB~RA TEU . MOREMY IK th 
He AGS BEE & IS 3 IC GEO AE AL 
に な り , 然 る に 輝石 は BHAK LC 初め 
= FHA IC ek DALI ICS cE EE 
eM ICBM So AF Y PARA RGR 
岩 の 特 徴 に し て 概 棋 石 と 鐵 に 富む 溶液 と 
DRMEICKY HEL, BRO 最後 の 溶液 
純粋 の 長石 様 な る 場合 た に は イチ ンダ スネ 
Hit Bees, Lowamiste -cH 
WA ~ HUG XINE * Filia l< LC, MOA, 
CH AAA, PMMA, R= Fr AIT 
OPA Yo 叉 岩石 の 進化 は 一 部 
分 重力 分 化 作用 に ょ り , 一 部 分 は 石灰 に 
富む 新 石 の 結 品 作 用 に 依り て 生じ た Vo 
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(Q. J. G. S, 94 2434320. 1938) CHAD 
5531, BRRIRWAORREBSED iL 
に 就 て ~ Eckermamn, H. 

Suda 2 Hil 4a 1 D BE 
WD Mit WEIS し て , 殆 ん ど 60% Ab 


Nordingra-R6d6 


を 常に 含有 し , K は 一 般 に 大 部 分 の 残 汐 | 


岩 兼 中 に な く , 若 し 存在 する 場合 は auto- 
metamorphic 白雲 坪 中 に 入る 。 Hie 


OSIR eA AT & VY Niggli diagram | 
& (IAS 3 Cah e ms TNL VAM | 


KAS MSS So BEM A PICA 
SBIR OF te Wie AL, 一 つ は 
酸性 度 を 増し , Ca の 減少 を 件 ひ , 他 は 酸 
性 度 を 減じ 著 し き Ca の 増加 を 件 ふも ゃ の 
な りり 。 儲 ア ルカ リ の 量 は Ca ists 3S 
IS FEO FIVE, HD 場合 に IAT 


orthoclase と sodaclase の 比 は 殆 ん ど 等 し | 


筑 橋 卓 の 場合 に 後期 ベア マッ イト 分 化 に 何 
故に Ca OME EU, Hie A OY Ic 
alkali a fa4b aid So (LW o-Cteure 3 
%b  [BRAE IC ISU % PRR MR TO Zit 
び 成 分 が 異な る た め な る べし oCJ. Geol. 
48, 412~437, 1938)C M18) 
5532, Rapakivi 花山 岩 の 問題 Back- 
land, HG, 

本 地域 花 章 岩 の 16 fo 良く 知ら れ た 
SHEED Riel AA OM A OW Eo 


% OUP Mb o> WABI, HBAS Jotonian 水 成 | 


Archean’ の 隣 | 


層 投 び 之 に 最も 接近 せる 
岩 を 費 し 変 代 作 用 に 類似 作用 に 信 i り 生 


WS ie SICH Lt OMB ic y | 


transformation process は ‘‘ emanation ” | 
| 


と し て の alkali aluminates OY A Ic fk Y 
AA TH, COTM 原 砂岩 © PBT TLE 


に 従 ひ 定まり , “ emanation "の 過度 は 
履 然 的 に 容積 の 増加 を 珍し , rheomorphic 
LEY PEW ZEA HIIK KY (EZER BD SN 
ILD dynamic の wyeA &/AEST SICHBS GS 
流入 の 機巧 に つき て 論議 し , 叉 時 代 , 成分 
野外 の 位置 び 風 化 特 性 に 於 て 瓦 に 異な る 
AE Rel 23 DERE RE © AE KIC 2 ( bedwise gra- 
nitization o> H: KRICHERK 4 Te IRIBIC O & 
HARE UC CV. Geol. 48, 339~396, 
1938) [河野 

5535, New Hampshire, Franconia 
Quadrangle O#ASHHR Willi- 
ams, C. R., Billings, M. P, 

220 BFE AF4- B Franconia Quad- 
rangle は New Hampshire 7 rs itp#h i 4ir 
iat L, White Mountains の 北西 部 に 位 す 。 
岩石 は 三 大 別 さ れ , 第 一 は HHO’ oie 
LC RL A VERE AL © He % BAB SR 
4a, 第 二 は New Hampshire #46 7] OYE 
KRALORVY, 2am rr ay BELT 
一 部 分 は Syntectonic ¢ CAB ¢ PEASE 


| 2A, EMBL BBE LC, Bt 


ZDEIRE WT 9 第 三 は White Mountain 
BAIS LCT w YE, 時代 は Missis- 
sippian %& 5A, JRE Ti, BEDI ft, ~ x 
FY DAR, B li, Haiti (LE RIK 
て , BEES RRO % Ot 0, New Ha- 
mpshire 247 (LAA v vy ARB te 
し て 起り , Hs ee Aic ASM White 
Mountain AAA REAR A BIC tk 
DIN SE Aes PRUE CE WR BROS 岩間 と 
し て 起 る 。 (Bull. G. S. Amer. 49,1011~ 
1044. 1938)C 瀬 戸 ) 

5534, RAF) Linz-Eferding 地域 の 


#3193 pb 


8k 抄 41043) 


岩石 Schadler; J. 

本 地域 の Herzogsdorf jx it WAFL Sid 

4a We RG OS Oi oR gL SEIC BESS Av, 
Mithl-tal th 38 of Ng REA & Dio 
混成 岸 の 周 線 部 は 北東 に 延び た る Rodel- 
tal の 線 た て 切ら る 。 叉 新た に 比 見 され た 
る 岩 脈 は 北西 の 方 向 を 有 し , 更 に コル ンジ 
FAST RA PRED +o (Verh. geol- 
1-2, 64.66, 1938) 
CHF 3 \ 

5555, Fayalite と Ne-Ab-SiO2 混 合 
SB PICMItS BHF Bowen, N. し L.,, 
Schairer, J, F. 

本 紙 は NaAlSiO4-FeO-Si0, 4mxt 
Pi O¥G LBS L, HO tO BASLE 
SOMES GRY DLOMV, HMR 
(CHET ALK S tee BS HEAAFA IL cristoba- 


lite, tridymite, albite, fayalite, nepheline 


Bundesanst. Wien. 


carnegieite, hercynite 及び wiistite 等 な り 。 
XL=2® ternary eutectic 示 存 在 し , 一 ろ 
は tridymitc, albite 及び fayalite 間 に し 
CHE 9BVCH LOCC な り 。 本 成分 は 簡 
単 化 され た る fayalite rhyolite £#~4 
る さ べく, 他 の 一 つ は nepheline, albite 及び 
fayalite 間 に 存 在 し , 本 成分 は 簡 時 化 され 
た る fayalite-phosolite L~bS~Lo 
雌 等 の 二 忠 及び 他 の 諸 跡 は fayalite を 含 
有する 天然 の phonolites, 
rhyolites > BR UK I< BHI LC ratte Davie 
yo GJ. Geol, 46, p. 397~411, 1938) 
Cy EF) 
5536, Society 島 Borabora DO) Rif 
SUE ROMRIGE Stark, J.T. 

Society 諸島 の 一 な る Borabora ji (+ 


trachytes 及び 


Chik te 0 LA ys BHI & FEL 
ne Oe 
約 2500 WRO ys 3 
(ZPRFCED & UAE IK BAER Ce He S ah 
SAUDE D FFL & SEL HIRD FIC TRY YJ 
re b So AHR O HOUR ISA © beeen 
多量 の 苑 其 含量 , BYRD TPR 1c HE 
2S BRU ind & eke AE SK 
Wome Sic KV MWY 5S6~Lo VJ. 
Geol., 46. 220~258, 1938)(Cyy BD) 

5537, Colorado Ji] San Juan 地方 に 
BIFSXWSDRMBHHRO BAS 
成果 Larsen, E. S., Irving, J., Gonyer, 
F. A. and Larsen, E. S, 3rd. 

be EE LAS HBR IC PST S Pel IC WET 
の 詳細 な る 研究 を TART BEZS L, PRICK EET 
Bei, BERIT, FATA FRM, 雲母 族 
春物 , ROU RY Be TIC A LC lk 
ARIA WS CL BS EE TTR Be 
Ap OA IK iy CC ARABS % FEM Vg 

TE PRE An (SC DOR MIC UC 
FRE PCH A IC UCR BGROURIU 
BAAR 24 PPI, RAE 
の An 含量 は 15~8.5%ic し て Ab Fs 
は 25~57% ICT, ADH 20% の も の 
2 SR pS は a= S22 nC ODO 
kK Ut Ab Si 55% OYLOKTHI a= 
1-525, 6=1.530, y=Lddliev 6 

we ibe ON eG ICA ESSA OA. 
Pada ee 
FOm ST BEE UMA LE OICFEX S 
CLIHHRICR TS MELE, 安山岩 
ROLKAE OPRAH EA © BEI 
CIP K VARS’ OMS<L, (Am. 


ICR US ain 


EY 


$4244) 


a A TR KS 
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Min,, 23, 417~429) (Ae) 
5538, =12—-* ¥# DIBRAOS AH 
究 Foshag, W. F, 

BA Set yb BASAL 
aR, 2EARHs- 754 bORIYNP 
岩 う と 決定 し た 。 分 析 結 果 は , WEES %, 
灰 長 石 29.52, EY ay Hi 63%, 鐵 2.52, 
1 ENTE LU 7 3 2. SRT 1.5 26-S, MRI 
WET O aE AMIS IEE A & FER LC HB WF 
ICE Yay ALK % Ma 4 
々 ある 。(Am. Jour, Sci., 35, 374~382, 
1938) CHG) 

5539, DVAFWLAP HSPRS=He 
PORBMARSBISRT Trask, P. D. 

約 8500 DORIC RL & °C PEAR GREE 
RE LZ BIO HERS 3 PEPE IC BARE A 
SEPeESE VU, 一 般 に 異な れる 悦 は 
15 76 © RIB AIR & A し , 中 生 紀 層 に 於 て 
は 約 622 DW BID LO BLS (, Hew 
Dt. OK) 2 % OFM HARE Dre c, 
Ti し て 試料 の 25 久 は 炭酸 石灰 12 ょ り 少 
(, AE OIL 50% 158% Rist HV FO 
PRB AIRE AT 9 L WED 10 % の み は 
WY EO RRA At 22, RRA 
1K20% EP SEL DEED L, Bow 
料 の 炭酸 互 灰 量 は それ に 相 應 する 時 代 の 
FAORPKCRO SIU LDU, B= 
AWE P OPRMRAIR OZ ((LWICA FLO 
TEFEIC TKS 9 SUID UJ LAH @ Jat fay 
の 炭酸 石灰 は 堆積 の 環境 の 條 件 に 無 開 係 
に し て , Los Angeles #5 hb WEBBED pe 
MAT PRS HEL LC JR AS HEAR AE S WETE @ Vig pee 
線 の 位置 より 遠ざかる に 従 ひ 増 加 す る 傾 
SU RA RACE A BAe is YI 


| に 黄 通 な る る も , 始 新 期 , 新 期 及 中 新 期 層 に 


(FET IC JES UC, 鮮新 期 層 に は 稀 な り 。 


| (Bull. G. S. Amer, 49.1169~1182. 1938) 


CHB 5 

5540, New Hampshire の 深 積 物 中 
の 風化 岩石 Goldthwait, J. W., Kruger, 
RE : 

New Hampshire Oe BEM 1000 の 中 
10 個 の み は 永 河 に ょ り 摩 れ た る 素 面 を 有 
する 僅か の 分 解 物 を 示す 。 胡 年 の 研究 に 
依り 分 解せ る 岩石 の 僅か 46 の 例 を 見 た 
リ 。 均 し て 之 等 は 氷河 以前 時 代 中 に 長き 
風化 に た 佐 る も の と 少 へ らち る 。 特に 通常 新 
鮮 な る 頑 爺 な る 岩 型 の 其 だ し く 分 解せ る 
414i D = BE HH LPM te STEAL CK VC 
BE D1, PR: © FEN > AME & oH 
URIS LV CHAS So = OP Bet 2 AMR 
43 Ai D BE DAB IE BOL RBIS し て 分 
EVIK ES CLAN ARE I ZORA, 涯 
LEAL ALC PME te 3 EE SA FBS 
RUC Met SAK V RMS. QA, 
Min A, HERA, BET OR, A Be HEE 
HID lege = HF Z REIL IH RGA A OV EL 
され た る 事 を 示す 。 (Bull. G. S. Amer. 
49, 1183~1198, 1938)( iil a) 


eaBk B 


5541, BEROP IVE =4 LURE 
Anderson, R. J. 

ロシア の ボー キサ イト DARE TEAR a. 
Tikhvin 陰 近 の も の が 唯一 の 資源 に し て , 
ARAL BREE の 北西 に 営 り 』 レミ = ング ダラー 
FO Hy 135 MEK S VRE L し て 
laterite より 成り , そ の 中 に ボー キサ イト 


Ha 195 p> 


8k 抄 43C45) 


が 含ま る 。 人 不 規 則 な る MMIRE ee L, WL 
PL Al20s462, SiO.12~16% に し て 
LEG D HE ELE 8,000,000 wit Vo 

此 他 1932 ARC HSL birt B Kaba- 
kovsk OA — +94 b PERRIS Hin 1h OK 
AZEL, MPR LER VL BoD S 
\ % it Krasnaya Shapochka #ERIC L 
C Mita fitiko b oic し て BYo 
J22 (t 130K, OMe ALLO 452.05.% 
SiO 2.6493, Fe.0326.85%, TiO 2 0-61% 
700 5 BERS 100,000,000 mA & HRD 
tin A OPER & PER OK te SBC HSC HE 
B—-EMMIS5 ULO 他 近 年 , ウタ ラル 
HARPS SIAL IC HSCS SRL oA 
約 100,000 mii BE Hye 0, (Min. Mag., 
Feb. 1938)C 1) 8) 

5542, KSB] Oreana に 於 ける タン 
ケス テン 硫 床 Kerr, P. F. 

HK WE — © FR FR BRR Cb B ARH bY 
WAS RO Lie SK chAM te D> BO 
WEI KOCH RABY © ih WME ER 
Pe PAS ace 
WE LAMB ROR ペグ マタ イト 型 で 
CL) metadiorite iC A Le BME SN 
+ RA pie, C2) 石灰岩 と metadiorite 
2 OR ARIA ICO vy AARC P IC BE 
L EEE BR EAE AS = D PLAID OP Ic HO 
CIE IC(LIR Ei OR HY T2Bo 
TRA ICIS RAR, 曹長 石 及び 人 金 
Bae Foc hm SIve d, Wh OMA 
Fi RUHR BZ EAT MG TEV (Econ. 
Geol., 33 390~427, 1938)C HEHE) 
5543, meets Cala PRWICHIT See 
7H, 銅 破 床 Quiring, H. 


Cala sie) (+ PY REF om PAR Rio Tinto の 
yet 40 Km の Sierra del Venero 地方 に あ 
YC, AW BUR D JEMABRE CB 
Dba TIC HF SIM. MOTRIKIC KV -CHA 
CHES OTVS ARB HELO A 
IRB, HERA, fave QOREIR A CKerato- 
phyrtuff) ¢ Fj L.% © hich & UC 
Gls 0 BROT BL ie BIC LT, 
OFC LEI & LT SMASH V 
BE VS I< (LG & BBR HY g shan vias 
KEES THK K So —OOlPo 
厚 さ は 4m 或 ひ は それ 以下 の 所 も あり すり , 細 
MAK IC UC 層 理 を 示し, FARE BARE 
の 市 に 潤 其 と な り て 現 は る ゝ 場合 も あり 
LERAROAIN AO AUR BIK % SLES 
LSOLHV, BOI KRHA biviz 
SMD Cit WGI TEL IR, WIITR, 石英 
を 含め り 。 HH ARKO RBA ChAT 
ROM TE Y 5 BBD IL BID AE 
Be LCA OAC, His . BEB 
OREN SRC MG WIIK HEEL, その 後 
NE GO 
HA BE, COR WIC 部 分 だ より で は 
a REE 
Og 一 >FesO ょ ) 270 0, Cat Bi Otte 
Hy ROUDRLALC IE V5 MW LC c ORE 
ENERO EE Ee 
ICTR ECE V, e OREM AO 
BAD VCH MIS FE CBC BME 
WEG BE > FUE WAX O Ua Zp fie HLL, OL 
ama Kalksilikatfels (c#R U7 Uo 
We CROKPEDRIRO EFLIC £0 CREB, 
TE ALDR, TES DR, TBE & DRAKE LORE TK 
に 卓上 出せ し あめ た YC(Z. prakt. Geol, 46, 


y ,Rio Tinto 


抄 44(46) 


aK YD BK & 
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59~70, 193832C 待 場 
5544, ニュ ユ ュー メキ ン シ コ Little Hatchet | 


Mountains [<#IF 3 REE 
SG. 


Lasky, 


Pah a ICH At Ser VHA 


A MLIC TRU Cc PBoKPE te S Eurka $t-#- | 


MPO A RO SOE tr S sylvanite Hk 
KO V, 山 者 共に 二 っ つの Ere oO 
JRL CTE L, BRENT IC & EL FSB 
4 —- OBB ABB ICKRY CHU ba 
hKSHSHLE, 太っ つの モン イイ NN の = | 
HHAVLERMB S FO SRomO OWN -zOAA 


KR 


同一 


4b%e(t bedded deposit の 如く , 特別 の 水 成 
岩水 準 に 限ら れ , KID 2 中 間 の 不毛 地 


ied, SUP ZR & Be AE Je a I A | 


TAS te SHEED VY. Econ. 
3, 365~389, 1938)C HEED 
5545, British Columbia, Skeena 
RivertAOBASE &Bikk & ORK 
Kerr, F. A, 


Geol., 3 


Skeena River 地方 の Coast Range batho- 
組成 と 性 
質 を 持ち , 双 その 生成 時 代 る 種々 異な れ 
SREUT LEAN THI & と の 開 係 
(CMEC ama し, ARISE HE Ik UC 
Mix oR %O BABB, Hic 

acid plagioclase % % > % DO (LEK OMA 
に 最も 重要 な 
plagioclase を TIL, SEIS DR & CB 
i ERAT OLB, 
“7% L orthocase の — 及び intermediate | 
plagioclase を 件 ふ 場 合 は あま り 重 相 な る 
硫 床 を 形成 する と と な し o 


lithic intrusives は 夫々 異な れる 


ee i 
nH 


cs 
a 


BRO | 


之 を Caast Range cj S 3 つの intru- 
sives, 即ち 西部 に 於 ける quartz diorite, 


中 部 の granodiorite, 東部 の quartz mon- 


| nite SETH SK, 最初 の も の は 最も 電 


Ete STAKE AAT WL %, HO 2 a, be 
REO 4 Ot DBA IC (LB RE AS 

る こと を 知ら る 。(Econ. Geol. 33, 428 
~439, 1938) Cri) 


Bi i hk SB 
5546, 秋田 油田 第 三 弓 層 の 堆積 其 熊 大 


| 橋 良 一 。 
な り と する 方 が 適 賞 な りや る 知れ わ ず 。 硫 | 


LAA WRI OF % DHF IC HEA Le B 
三 紀 層 と 奥 務 山脈 の 西側 即ち 出 務 山脈 地 
me CHER Lk So Battle t tA LRA 
M2e%, その 堆積 期 を 異 た に する も の な 
Yo 語 し て 秋田 油田 に 於 ける 種々 な る 事 
Kk UPR 6A BARA AIC 
erlap し て 堆積 黒 層 を 堆積 時 代 が 横 ぎ る 


Oy- 


| 事 も 推定 すら る くも の な り 。 石油 集中 に 


(L CANE RRA OLA LHS & OM LFHE 
定 そ られ , 石油 の 集中 に は WF LL HA 
fpr EMILE LIX ZLoOrV, 即ち 全日 
RAY SILK SMA te ee & AA 
= RHE ASS BABE DF 可 き も の 
L fe > CHAK 6, 232242, 1938) CA 
AD 


SHE ye 
i, res 


(5547, SIAC S RRM 千 谷 
een %4 6,47 U dalbitic | 


好 之 慢 。 

本 邦 油 田 に 於 ける 試 堀 地域 と し で 少 定 
SAYS Hr a Seis, TA EA & BR & 42 8 BG 
(IRS, ZEON OMBicMer ee 4 
DEE V o EVR & BES B PHF ---353, ak 
She WSL & + 3 APT ---162, RH LAL 
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鉄 抄 45<47) 


HEL SS M86, 及び 本 那 油 田 に 
BSG SROMBM 420 te Vo 証し て 本 年 
REIC PSC SOS WT & Wht 北海 道 稚内 , 
MUR VIF AMO 3 ヶ所 ; Pre Shie, 
RAN, CEN, LEAN, PLAN, 新屋 町 
人 金浦 町 小 出 村 及 び 上 演 村 附近 の 8 ヶ所 , 
RRA, PURE CEL Mt oO 2 > jf, Bris 
Tain ASP, 新津 油田 南部 , Ae 
宮本 , AiR, KA BA SE, a, WIR, 保 
倉 村 地 方 の 12 * Witte VU oC HFH., 6, 228~ 
231, 1988) (AAS) 3 
5548, 北海 道 術 内 油田 竹原 ホー。 

営 地 域 の 選 序 嗣 係 は 下部 ょ り 稚 内 硬質 
Hae, ha ale, 勇 知 砂岩 飛 及 び 最 上 
部 統 ( 以 上 解 新 期 層 う の 第 三 紀 司 と 鑑 四 紀 
BLURS. WUCEMA Aw Bie 
岩層 と の 間 に は 一 部 不 整 合 が 存 ず る も ゃ の 
LA LLM OP BIBI LA 
MAR ET LORV, LAMPE OW He 
RAZR FAVA ROB Ze bes 
4 ICR E EEL, MH OM APA 
2V~30° te 0. 北部 サラ キト マナ BS 
(LRU ICM LITT SHAY. ML 
CH AY TE Hea TSE IC (LB ED Fh 
ONAN S VPP AGH tkm の 上 坂下 クサ 
ン ル 間 道 路 北 側 及 び ば び 通知 礎 北 方 2.8km の 
人 鐵道 線路 東側 が 試 堀 に 適する 位置 な り 。 
CHE, 6, 222~227, 19838 う (入水 
5549, 1937 年 に 於 ける Kansas 油田 の 
B= Moss, R. G. 

1937 年 に Kansas (c Jc it 60 の 新酒 
HI & PSY OYA 2s EL bavi U5 
と の 内 3 DAR RBAY SHE VS 本 
し て 之 等 の 油田 の 主 な る 含 油層 は Lan- 


sing Kansas City 石灰 岩 と. Arbuckle FY 
雲 岩 に し て 新 油 田 の は 同 含 油層 の も の 
な り リ 。 Barton, Ellis, Rice Country は Ff yfh 
HOARSE SAL, 何れ Central 
上 に ある も の な り リ 。 之 等 各 油 田 の 
Be 2% (<a HP OE, torsion-balance jc ょ 
3 FRMTE, BEIFO core Ck SWE HES 
(CLY CHA HEE WIC US 最も 重要 
te S Bi te S Misener fe % Kansas の 
Zenith jh IC PAC BEALS YG (B.Am. A, 

Petrl. Geol., 22, 666~676, 1983)C AAC) 
5550) DAVAAWVA-PHEDSHRUZ= 
PMPORBARS 4705539 2h8 


oe Et) 


5551, Mae URORE 
LR AER ATT ERS 

AUR DAB D "Pte (LAE © Ab PETAL EE 
4 40 km, 端 川 の 北 々 西 直 第 約 50km, に 
YS DRM SLO Wh iL ERR, FER 
FE, BA RBA & IR, RRA ROK 
Wh RIE KV So 

= OD YWEK Ga Ka AS HW © bb @ =e we 
& AK LCHE BASS 厚 層 に し て , BR 
Kotha KLEE UC HRA RT 
灰 岩 を 含め る ti AIA UC, BHR 
FRBLE SE ( SO LALO MEM PREY 
Vl, KIA PRELER AR ir hit 
8, PRAKBRARARA, 上 部 は 雲母 片 
岩 よ り 成 る る の の 如 し 。 

PKL OMEKRHARPOPRARAMR 
Bric ATE L, voy AHR, MIRAR IC AIRS 
So WMURIS F OMI MMSE F 大 別 
し て 3 DORKRK DM 53, 即ち 第 一 


Kansas 


uplift 


#4648) 


a Ft Hh 物 Mes 
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DR RIL ASH D PEE % 5 od Wh rl — HE 
上 に あり 填 頭 の 最大 幅 50m ES OHS 
MEA (Ls TE AB— A > HL & hd, WEE © Be 
大 幅 100 m, 延長 約 3 km KES, HAE 
Kt hosMmtKeE LES SLOT VS 
Bi Hi % SB BEATS AIR AIS (kL, 淡紅 , 
PES, RAB, 淡 灰 , HAR, 灰色 等 種々 の 色 を 
BL 結 品 の 大 さる 不定 に し て 冬 30~40 
の 粗 炒 の も の より 1mm 以下 の 細 粒 の も 
ORS, RAM UT IAL AE 
Ai, 28, DCA, 石英 , BRIA, TEER TE 
WVo 

ARBRE 2 Az RIC FEST RD B (LEK BH 
RIAA URW A £5 BA AE 
な れ ど る も , SOM Ait AIF KH TA 
WEA bb SSB STS BK O AIT 
2s ( BGRHER ECT JA @ ARI] D BOK HRI & 
BRIPAIC LY C/AERME SU LEO? 
So ABR SL Bk S SHB IC LC #30 
mht Heb So hE RERIC LCR 
DPA BB IC HS Cis SORT RAVET BIB 
ずれ どる , 北 生 に 於 て は 区 雑 物 を UBS. る 
こと と 一 般 に 少な く , 斑 酸 は OOS Fite 3 
Were MRALMPD in. し て 殆ど 1 
に 及ぶ も の な く , 石 灰 に 至り て は 一 般 に 
BE BHRELT SLO LU AMOR BE 
aR, 11, 53~88, 昭 13)C rp ME) 
5552, BROWS 近藤 清治 > 鈴木 
a 

PB Eis PLO HE DO BIA L LTH 
WAR MEIC BEC , SB 15 FR L LC HAI Ay a Re 
IO BET TERE FTN Gg 

BE SCHELET A te B HEAT BEE Nb 20 Fil oo samt 
PARR 0~600°C KR CKMHE ZH 


“§L, BIS MERRILL SIO y: R205 
DF SEIC IEBI LALO bea %e SE 
は MgO DBAARK SHS & 4 
WV. RE BAUGH ABIL 1.36~9.55 
x10°° Dei AIS v-cHRY IGOR 
BBA MAIC SIO2: RoOg FLL IB 
ROoMREA L, 舎 残 留 クリ スト バラ イ 
ト は 添加 物 の 適量 増加 に ょ り で 消滅 す る 
と と を 明か に せり リ 。 

PRAT AREY) HB JRE 1 ET (LTB IK EO 2%, 
3%, 5%, 8%, 成形 礎 力 250kg/cm2,500 
kg /em?2, 750 kg/cm?, 1500kg/cm2, 3000 
kg/cm2 “Em BURR IK CHEK SHEOM 
RAR, WeHa AS, HTS RE, A, ETE 
SSM ERY. HOGRM ARO 
械 的 強度 は 極め て KIC LC, AIO 
(CPSC (LAGER EB 10200kg/em2, ak 
YAW 1153 kg/cm2, 衝撃 WARE 3.30cm- 
kg/cm? Ic3#2 0, (ise th Sees, 41, 
369~375, 1938)C 4) 

5553, Stemi &) Stowy 
に 開 す る 研究 (III) 片山 淳 造 , 永井 彰 
= Bilbo 

EN GREG: CPRA- 59.8%, Hef 20.8 
Yo) (PPB IRR ORB Y — RB IK 
HET S2 Oe Bee LE SH, KM spe 
MAT DY HICK CHEERS BC EMS 
5 PEEP RK OY MEIC BAD 3 FANT HE 
I oo 
ao hn & AL RUIRE BAAS 3 BET 
AH ACZ AA VPA b AlQO3. Q5IO5 
2H2,0 及び デイ アス ポー ル AlgOz.Hy,0 
ょ り 成 る ) CVBPEEBLREwBT 
YES 348, 比較 試験 を 約 50 Bic Ay て 


ig 199 yb Gk Hb 4749) 
TOT Y 9 ah HINA CF), 石灰 | 1848 CR BRD 
4i GREY - 21K (CN) OMG He | 5556, MARE OMAAE CHET pda 


MT ZK FK: 40, S:50, 及び N:10 附 
近 の 配合 に 於 て , eG Te ALA CY 
95%) REI Vo HL Py © HA BEA RE IL 
1250~1300°C た て 充分 に 焼き 締め る 必 | 
RED Vo HUGE OVE MIREIC (ZK ICD aE 
の 炭酸 ウー ダ を 深 か し た る 液 を 以 て 行 ふ 
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